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問
題
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し
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学
》
（
E
・
フ
ッ
ク
ス
）

雨

貝

行

麿

・一　1一

一
、
問
題
の
所
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
神
学
は
、
、
宣
教
に
奉
仕
す
る
。
《
宣
教
な
き
神
学
は
空
虚
で
あ
る
》
。
宣
教
と
は
、
神
の
言
の
宣
教
で
あ
る
。
宣
教
は
、
こ
の
神
の
言
の

理
解
を
課
題
と
す
る
。
神
の
言
と
は
、
聖
書
テ
キ
ス
ト
の
根
源
的
真
正
な
本
質
理
解
か
ら
到
来
す
る
。
聖
書
テ
キ
ス
ト
は
、
現
存
在
一
実



存
の
真
正
な
聞
い
に
生
き
つ
つ
、
応
答
す
る
時
に
へ
説
教
と
な
る
。
実
存
の
真
正
な
問
い
と
は
、
歴
史
的
な
問
い
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
時

に
、
欄
う
者
自
身
が
、
投
企
す
る
こ
と
の
契
機
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
説
教
と
は
、
従
っ
て
、
聖
書
テ
キ
ス
ト
の
現
在
化
で
あ
る

と
い
う
歴
史
的
出
来
事
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
、
こ
の
《
の
Φ
Φ
♂
o
同
α
q
o
感
。
ゲ
①
ω
搾
舞
件
卿
。
口
》
に
お
け
る
《
出
会
い
》
に
お
い
て
の
み
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

権
威
を
獲
得
す
る
q
《
出
会
い
》
と
は
、
主
観
－
客
観
図
式
に
お
い
て
《
解
明
国
爵
観
コ
郎
α
q
》
す
る
事
態
で
は
な
く
、
主
体
i
霊
体
の
問
に

お
け
る
《
理
解
く
①
屋
酔
魯
窪
》
の
事
態
で
あ
る
。
、
即
ち
、
《
対
話
》
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
宣
教
に
仕
え
る
神
学
は
、
宣
教
の
理
解
を
課
題
と
す
る
。
そ
こ
で
《
宣
教
内
容
は
、
理
解
さ
れ
た
、
根
源
的
存
在
か
ら
、

そ
の
語
ら
れ
た
事
柄
へ
の
語
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
こ
で
聞
く
者
を
根
源
的
に
理
解
し
て
い
る
事
柄
の
本
質
を
、
存
在
に
到
来
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
》
。
宣
教
内
容
は
聞
く
者
自
体
に
闘
わ
る
事
態
で
あ
り
、
彼
を
ま
き
こ
ん
で
ゆ
く
事
態
で
あ
る
。

　
宣
教
に
奉
仕
す
る
神
学
的
作
業
は
、
聖
書
テ
キ
ス
ト
の
理
解
と
、
そ
の
理
解
の
可
能
性
を
課
題
と
す
る
。
　
《
こ
れ
は
、
聖
書
テ
キ
ス
ト

の
理
解
、
更
に
そ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
本
質
的
事
態
の
理
解
、
究
極
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
現
在
的
状
況
に
お
い
て
、
こ
の
本
質
的
事
柄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
証
言
理
解
の
可
能
性
に
関
す
る
事
柄
な
の
で
あ
る
。
》

　
こ
れ
ら
の
努
力
は
説
教
に
お
い
て
完
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
靱
帯
は
、
説
教
に
お
い
て
、
自
己
自
身
と
聞
く
者
を
し
て
本
質
的
事
柄

の
理
解
に
到
達
せ
し
め
る
道
を
、
《
今
、
こ
こ
で
、
げ
凶
。
簿
昌
β
目
。
》
発
見
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
《
神
学
は
説
教
に
本
来
的
に
内

　
　
　
　
　
　

在
し
て
い
る
》
。

　
従
っ
て
、
神
学
自
身
が
、
宣
教
内
容
と
の
関
連
で
宣
教
を
、
理
解
可
能
性
の
観
点
か
ら
課
題
と
し
て
い
る
。
説
教
は
本
質
的
事
柄
の

《
理
解
の
可
能
性
》
の
完
成
を
め
ざ
す
。
即
ち
、
理
解
の
完
遂
く
○
壽
二
α
q
で
あ
る
。
こ
の
完
遂
は
《
対
話
》
で
あ
る
。
対
話
は
、
言
語
に
お

い
て
、
言
諮
と
共
に
、
言
語
を
め
ざ
す
と
こ
ろ
に
、
生
起
す
る
。

　
言
語
に
お
い
て
、
言
語
と
共
に
、
言
語
の
も
と
で
人
間
存
在
が
開
示
さ
れ
る
。
人
間
存
在
の
開
示
は
、
理
解
に
お
い
て
な
さ
れ
る
。
存

在
の
言
語
的
開
示
が
生
起
す
る
と
こ
ろ
こ
そ
、
欄
き
従
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
神
学
と
は
、
啓
示
に
固
執
す
る
固
有
な
言
語
に
お
い
て
、
そ

一2一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
を
獄
述
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
間
の
雷
語
に
お
い
て
、
啓
示
を
語
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
我
々
は
、
言
語
に
つ
い
て
、
探
究
す
る
の
で
は
な
く
、
言
語
か
ら
、
言
語
そ
れ
自
体
を
解
明
す
る
こ
と
を
待
た
ね
ば
な
ら

な
い
。

　
後
期
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
思
考
は
、
存
在
理
解
の
光
の
中
に
、
人
聞
実
存
を
照
明
す
る
。
雷
語
と
は
、
存
在
の
真
理
の
照
明
ご
。
寓
§
ぴ
q
の

現
場
O
節
で
あ
る
。
人
間
実
存
は
、
存
在
の
光
の
中
に
あ
っ
て
、
脱
自
的
存
在
国
7
ω
圃
ω
8
器
と
し
て
、
存
在
の
真
理
の
中
に
た
ち
、
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
現
成
き
≦
①
ω
表
す
る
。
人
言
の
実
存
を
あ
ら
わ
に
す
る
存
在
の
根
源
熱
雷
は
、
存
在
へ
の
思
考
に
ひ
と
し
い
。

《
か
く
し
て
、
人
間
の
本
質
に
最
も
根
本
的
に
関
係
す
る
行
為
は
、
思
考
の
行
為
で
あ
る
。
思
考
は
、
実
に
、
人
間
に
対
す
る
存
在
の
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　

為
が
宣
告
す
る
形
式
な
の
で
あ
る
。
》
。

　
神
学
の
本
質
を
認
識
す
る
思
考
は
、
こ
の
よ
う
な
始
源
的
思
考
Φ
ぎ
効
駄
ぎ
α
q
霞
畠
・
U
窪
譲
ロ
な
の
で
あ
る
。
始
源
的
思
考
で
あ
る
真

実
な
思
考
は
、
存
在
を
照
明
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
自
己
を
開
示
す
る
。
　
即
ち
、
そ
の
思
考
は
、
存
在
自
身
に
よ
っ
て
呼
び
だ
さ
れ
て

　
（
9
）

い
る

　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
お
け
る
西
欧
形
而
上
学
の
克
服
に
よ
る
根
源
的
本
質
へ
の
帰
入
鳥
篭
ω
。
ξ
肇
讐
鼠
。
犀
に
よ
り
無
塩
。
ぼ
が
開
示
さ

れ
る
。
無
の
癖
直
に
よ
る
、
不
安
の
根
本
気
分
O
遷
巳
ω
畝
家
臣
§
σ
q
恥
興
諺
昌
σ
Q
ω
け
に
お
い
て
、
存
在
の
声
に
呼
び
か
け
ら
れ
、
不
思
議
さ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

中
の
不
思
議
毛
二
⇔
川
手
幾
霞
芝
仁
ロ
山
興
を
経
験
す
る
。
こ
の
経
験
は
、
存
在
の
言
語
到
来
に
お
い
て
な
さ
れ
る
と
い
え
る
。

　
存
在
が
、
詩
作
の
思
索
に
語
り
だ
す
時
、
神
が
そ
の
書
に
到
来
す
る
時
と
は
対
応
す
る
構
造
を
も
つ
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
《
隠
蔽
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

開
示
の
出
来
事
》
と
、
神
の
言
語
到
来
と
は
対
応
す
る
。
神
の
言
語
到
来
と
は
、
神
学
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
後
期
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
哲
学
の
思
考
は
、
神
学
に
お
け
る
理
解
の
可
能
性
を
指
し
示
し
、
こ
の
神
学
的
作
業
こ
そ
、
宣
教
を

覚
醒
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
、
言
の
出
来
事
と
し
て
の
啓
示
を
、
キ
リ
ス
ト
論
に
お
い

て
構
成
す
る
、
神
の
言
の
学
と
し
て
の
神
学
的
解
釈
学
の
方
向
を
見
定
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
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二
、
後
期
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
根
本
聞
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a
　
前
期
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
総
括
《
存
在
と
時
聞
ω
①
冒
§
畠
N
①
紫
》
（
一
九
二
七
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
《
存
在
と
時
間
ω
Φ
ヨ
。
⇔
匹
N
①
詳
》
に
お
い
て
、
＜
＜
存
在
ω
①
ぎ
》
の
意
味
、
《
存
在
G
っ
㊦
ぎ
》
と
い
う
言
葉
で
、
何
を
考

え
て
い
る
の
か
を
閥
う
。
こ
の
問
い
を
、
世
界
の
有
意
義
性
ゆ
Φ
窪
①
三
ω
⇔
ヨ
犀
①
騨
に
お
い
て
と
ら
え
よ
う
と
し
た
。
即
ち
、
存
在
理
解
一

般
が
．
司
能
に
な
る
視
界
瓢
霞
樽
。
翼
と
し
て
《
時
間
N
①
憲
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
。



　
《
存
在
》
に
関
す
る
汚
い
に
含
ま
れ
て
い
る
契
機
に
従
っ
て
《
謡
い
か
け
ら
れ
る
も
の
び
Φ
陣
p
。
σ
q
T
存
在
者
ω
Φ
δ
民
①
》
葵
問
わ
れ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

αq

@｛

噬
ｿ
q
↑
存
在
ω
①
ぎ
》
“
《
醐
い
た
し
か
め
ら
れ
る
も
の
①
鳳
罠
α
q
7
意
義
》
と
い
う
対
応
を
示
す
。
　
即
ち
、
存
在
聞
題
の
解
決
は
、
問
題
を

提
出
す
る
《
我
々
自
身
》
を
《
そ
の
存
在
に
お
い
て
解
明
す
る
こ
と
》
《
そ
の
有
意
義
性
》
と
い
う
対
応
を
示
す
と
い
う
こ
と
も
出
来
る
。

こ
こ
で
、
問
い
を
提
出
す
る
我
々
を
、
《
我
々
自
身
が
…
…
と
り
わ
け
問
う
こ
と
の
存
在
可
能
性
を
も
つ
存
在
者
》
と
し
て
《
現
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

U
器
①
ぎ
》
と
名
づ
け
る
。
こ
の
《
現
存
在
が
あ
れ
こ
れ
、
態
度
を
と
る
こ
と
が
出
来
、
又
常
に
何
ら
か
の
方
法
で
、
態
度
を
と
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

存
在
自
身
を
、
我
々
は
実
存
国
臨
ω
8
嵩
と
名
づ
け
る
》
。
こ
の
現
存
在
が
《
実
存
の
存
在
論
的
構
造
の
理
論
的
透
視
》
を
得
て
い
る
実
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
＞

の
《
構
造
連
関
》
を
《
実
存
性
図
巴
ω
8
⇔
獣
⇔
俸
野
》
と
呼
ぶ
。
こ
の
《
実
存
性
の
分
析
》
を
《
実
存
論
的
①
×
邑
Φ
護
一
巴
》
と
い
う
。
こ
の

実
存
性
か
ら
規
定
さ
れ
た
《
現
存
在
の
存
在
性
格
》
を
《
実
存
範
疇
国
×
幹
窪
N
豊
岡
魯
》
と
し
《
現
存
在
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

者
の
存
在
規
定
》
か
ら
区
翔
し
た
。

　
さ
て
、
彼
の
思
考
に
よ
れ
ば
、
《
実
存
範
疇
》
に
お
い
て
、
《
現
存
在
の
実
存
論
分
析
》
が
な
さ
れ
、
存
在
一
般
へ
の
意
味
の
解
明
で
あ

り
、
人
間
の
独
自
的
な
存
在
の
方
法
で
あ
る
《
現
存
在
》
な
い
し
《
実
存
》
の
究
明
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
こ
の
時
期
の
ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー
の
哲
学
は
《
基
礎
的
存
在
論
》
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

　
こ
の
《
存
在
》
の
《
意
義
》
に
関
す
る
問
題
は
、
哲
学
一
般
の
基
礎
的
主
題
で
あ
る
。
こ
の
主
題
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
論
、
即
ち
存

在
論
の
対
象
へ
の
露
が
窺
象
学
》
で
あ
華
《
現
存
在
の
現
象
学
と
い
う
呈
ス
は
・
ヘ
ル
メ
】
ネ
ィ
う
〔
解
釈
す
る
〕
性
格
を
も

ち
、
こ
れ
に
よ
っ
て
現
存
在
自
身
に
属
す
る
存
在
理
解
に
対
し
て
、
存
在
の
本
来
的
意
義
と
、
現
存
在
の
國
有
の
存
在
の
根
本
構
造
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

告
示
さ
れ
る
。
現
存
在
の
現
象
学
は
、
言
語
の
根
源
的
な
意
義
に
お
け
る
解
釈
学
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
解
釈
の
仕
事
が
示
さ
れ
る
。
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
《
言
語
ω
肩
⇔
。
冨
》
は
《
現
存
在
の
開
示
性
の
実
存
論
的
構
え
の
な
か
に
》
根
を
も
つ
こ
と
を
示
す
。
こ
の
《
言
語
の
実
存
論
的
B
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

論
的
基
本
は
、
語
り
菊
巴
①
で
あ
る
。
》
。
《
語
り
は
、
情
態
性
切
Φ
凸
面
ド
ぴ
犀
Φ
謬
と
理
解
の
働
き
と
に
実
存
論
的
に
根
源
を
等
し
く
す

（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

る
。
》
。
従
っ
て
《
語
り
は
解
釈
と
言
表
》
器
。
。
鋤
σ
Q
①
の
基
礎
》
で
あ
る
。
こ
の
《
言
表
〉
霧
喜
び
Q
Φ
》
と
は
《
解
釈
の
派
生
的
様
態
》
と
し
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て
、
存
在
論
的
に
は
《
表
現
》
の
《
場
所
》
で
あ
る
。
《
解
釈
》
と
は
本
質
ω
毬
ゲ
①
そ
の
も
の
の
隠
蔽
さ
れ
た
状
態
へ
た
ど
り
（
N
霞

ω
碧
ゲ
Φ
ω
色
び
ψ
¢
、
　
そ
れ
を
外
へ
置
く
こ
と
（
餌
島
－
笛
σ
q
Φ
譜
）
で
あ
り
、
開
－
示
①
7
0
鎗
①
口
①
⇒
を
意
味
す
る
。
　
こ
の
根
本
構
造
は
《
理
解

く
霞
ω
8
『
窪
》
で
あ
る
。
理
解
と
は
、
人
間
の
存
在
の
仕
方
・
態
度
即
ち
実
存
に
お
い
て
、
実
存
の
存
在
論
的
構
造
の
理
論
的
透
視
を
も

つ
、
実
存
論
的
構
造
に
お
け
る
章
魚
団
葺
≦
自
｛
で
あ
る
。
《
解
明
円
鞘
莚
窪
目
σ
Q
》
と
は
区
別
さ
れ
た
く
（
理
解
》
に
お
い
て
は
、
《
現
存
在
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

共
に
構
成
し
て
い
る
第
一
義
的
な
理
解
の
働
き
の
、
実
存
論
的
派
生
態
と
し
て
解
釈
せ
ね
ば
な
ら
な
い
》
と
い
う
の
《
理
解
す
る
働
き
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

中
に
、
存
在
H
可
能
と
し
て
の
現
存
在
の
あ
り
方
が
実
存
論
的
に
ひ
そ
ん
で
い
る
》
。
　
か
く
し
て
《
理
解
の
働
き
は
、
現
存
在
自
身
の
独

自
の
存
在
可
能
の
実
存
論
的
な
存
在
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
、
こ
の
存
在
は
、
そ
れ
自
身
に
つ
い
て
、
そ
れ
自
身
と
共
に
あ
る
存
在
の
拠
点

　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
V
）

芝
三
碧
を
開
示
す
る
》
。
こ
れ
は
理
解
の
働
き
、
そ
れ
自
身
が
実
存
論
的
構
造
と
し
て
の
企
投
を
持
つ
故
で
あ
る
。
《
突
存
的
な
自
己
企
投

が
、
実
存
の
可
能
性
に
向
っ
て
な
さ
れ
る
》
《
実
存
的
理
解
と
は
、
も
っ
と
も
國
有
の
事
実
的
な
、
世
界
一
図
一
存
在
i
と
な
り
う
る
可

能
性
冒
乱
2
－
芝
①
箭
ω
①
ぼ
憂
9
ロ
窪
に
向
っ
て
、
自
己
を
企
投
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
存
在
可
能
は
、
こ
の
よ
う
な
可
能
性
の
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

か
に
実
存
す
る
こ
と
に
お
い
て
の
み
理
解
さ
2
覚
る
の
で
あ
る
。
》
。
こ
の
歯
黒
は
、
現
存
在
が
（
〈
理
解
》
に
お
い
て
開
示
さ
れ
る
現
存
在
の

存
在
可
能
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
可
能
性
に
応
じ
て
企
画
す
る
こ
と
の
う
ち
に
、
既
に
《
存
在
理
解
ω
9
牽
く
興
ω
籔
民
三
。
・
》
が
先
取
さ

　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

れ
て
い
る
。
　
《
現
存
在
は
、
理
解
の
働
き
と
し
て
、
自
己
の
存
在
を
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
に
応
じ
て
継
投
し
》
理
解
は
、
こ
の
企
投
の
う

ち
に
自
己
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
独
自
の
可
能
性
を
持
つ
。
こ
の
理
解
の
働
き
の
形
成
》
諺
ぼ
匡
毒
σ
q
を
解
釈
諺
蕃
書
α
q
¢
¢
σ
q
と
い
う
。

《
解
釈
は
理
解
さ
れ
た
も
の
の
認
知
閑
窪
三
巳
ω
コ
p
ゲ
ヨ
①
で
ば
な
く
、
理
解
の
う
ち
に
夏
鳶
さ
れ
た
諸
可
能
性
の
完
成
》
塁
錠
び
①
搾
ロ
コ
σ
q
で

　
　
れ
　

あ
る
》
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
か
く
し
て
、
理
解
の
働
き
は
、
現
存
在
の
存
在
を
世
界
の
有
意
義
性
に
応
じ
て
槍
投
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
2
3
）

　
存
在
へ
到
ろ
う
と
す
る
論
究
は
、
《
現
存
在
の
解
釈
学
か
ら
出
発
す
る
普
遍
的
現
象
学
的
存
在
論
で
あ
る
＞
＞
。

　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
：
は
、
存
在
の
解
明
を
め
ざ
し
、
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
形
式
的
に
は
問
い
の
構
造
か
ら
、
内
容
的
に
は
存
在
理
解
か
ら
、
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現
存
在
の
存
在
者
の
存
在
分
析
を
求
め
た
。
従
っ
て
、
現
存
在
の
存
在
に
か
か
わ
る
根
本
形
式
に
お
い
て
あ
る
現
存
在
を
分
析
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
よ
っ
て
現
存
在
の
実
存
範
疇
が
試
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
、
存
在
一
般
の
意
義
を
解
明
す
る
た
め
に
、
先
ず
現
存
在
と
い
う
存

在
者
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
前
者
に
至
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
は
、
概
念
構
成
に
よ
っ
て
存
在
の
意
義
を
、
人
間
理
解
の
中
に

把
捉
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
そ
こ
で
現
存
在
の
肉
己
理
解
と
い
う
形
で
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
存
在
そ
の
も
の
の
中

で
、
現
存
在
と
し
て
あ
る
自
己
理
解
を
達
成
す
る
こ
と
が
指
向
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
更
に
、
こ
の
達
成
は
、
し
か

し
、
人
間
存
在
の
意
味
と
、
理
解
性
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
た
時
間
N
①
搾
を
突
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
存
在
へ
は
到

達
せ
ず
、
た
だ
現
存
在
の
存
在
意
義
を
時
間
性
に
お
い
て
あ
き
ら
か
に
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
存
在
の
真
理
そ
の
も

の
か
ら
、
存
在
の
真
理
が
開
室
さ
れ
る
の
は
い
か
に
し
て
か
を
問
い
だ
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
聞
い
か
け
は
、
存
在
史

の
検
討
を
す
る
中
で
西
欧
形
而
上
学
の
本
質
を
み
き
わ
め
、
そ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
な
さ
れ
う
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

問
い
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
前
期
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
哲
学
自
体
の
問
題
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二
［
a
】

　
ω
　
《
ω
①
無
二
欝
窪
N
①
搾
》
（
H
Φ
邸
刈
V
囲
・
》
∬
ぬ
・
は
、
後
に
こ
れ
を
㎝
・
信
ゆ
く
ワ
》
償
b
．
H
り
鳶
と
し
更
に
球
歴
ロ
中
に
あ
た
っ
て
（
戸
⑩
O
Q
。
）
↑
ω
●
F
N
●
）
晦
屋
8

　
　
　
国
画
津
Φ
を
削
除
し
《
前
壁
を
新
ら
た
に
書
き
な
お
さ
ぬ
限
り
、
も
は
や
こ
れ
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
が
と
も
か
く
上
巻
の
道
は
今
日
な
お
も
存

　
　
　
在
へ
の
問
い
が
わ
れ
わ
れ
の
現
存
在
を
ゆ
さ
ぶ
る
限
り
、
必
要
不
可
欠
の
道
で
あ
る
》
と
す
る
。

（9）　（8）　（7）　｛6）　（5）　｛4）　〈3）　（2）

費騨騨騨勲P騨ω脚　β》　P｝　節　9　鋤　po　u

OOOOoOo年mm　cn　m　cn　oo　m　ps

h一　ee　ro　H　F“　p　．hn　gl）

σ》靹9Y　戯N》b30
鼠’序’　　gn
◎　文
　　e
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aO　a6）　（15）　（1ng　a3）　｛12）　aO｝e4）　23）　（22）　（21＞　（2e）　a9）　（18）

鋤
鋤
■
○
■
Q
つ
◆
同
①
H
．

鋤
⇔
．
○
●
ω
．
目
①
H
■

鋤
畑
．
○
．
ω
職
H
α
ω
ゑ
．

⇔
強
．
○
’
ω
．
戸
駆
も
Q
■

騨
孚
○
帆
ω
．
H
幽
も
○
’

p
P
O
・
G
o
a
圃
轟
倉

現
存
在
は
企
投
的
性
格
図
葺
≦
償
円
や
0
7
⇔
鑓
ぎ
①
同
を
も
つ
《
現
存
在
は
、
そ
れ
自
体
、
既
に
自
か
ら
を
企
註
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
現
存
在
で
あ
る
限

り
企
投
し
つ
づ
け
る
の
で
あ
る
》
。

勲
P
O
φ
・
○
つ
．
N
O
9

餌
⇔
’
○
●
ω
■
目
恥
メ

P
即
・
○
。
ω
辱
H
心
Q
Q
．

墜
9
Ω
◆
○
■
ω
¶
H
戯
O
G
“

界
斜
○
．
G
o
’
μ
戯
刈
．

9
。
・
p
．
○
◆
ω
．
じ
Q
G
Q
”
蕗
G
◎
①
■

す
ぐ
れ
た
労
作
と
し
て
、
渡
辺
二
郎
”
　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
…
の
実
存
思
想
困
り
①
卜
Q
”
℃
や
ト
⊃
鵠
？
ω
Q
O
ト
っ
「
第
一
二
節
《
挫
折
の
原
蜀
》
第
四
節
《
未
完
の
背
後
に
潜

む
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
哲
学
の
特
質
》
第
五
籔
《
転
回
問
題
の
所
在
点
》
更
に
同
氏
”
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
存
在
思
想
H
り
O
N
℃
℃
で
島
。
。
ム
。
。
伊
　
結
論
第
四
節

《
存
在
史
の
思
索
》
特
に
一
の
∬
《
存
在
忘
却
の
展
開
》
皿
《
存
在
忘
却
か
ら
の
転
回
》
が
あ
る
。
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b
　
西
欧
形
而
上
学
の
克
服
…
転
回
丙
①
貯
①
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ー
｝

　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
…
は
、
西
欧
形
而
上
学
の
歴
史
を
《
世
界
像
の
時
代
U
δ
N
ω
搾
鳥
霧
≦
膨
面
匡
①
ω
》
の
そ
れ
と
し
、
《
琶
界
像
と
は
本
質
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
理
解
す
れ
ば
、
世
界
に
つ
い
て
の
一
つ
の
像
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
像
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
世
界
を
意
味
す
る
》
。
こ
こ
で
《
世

界
》
と
は
く
く
世
界
根
拠
》
と
世
界
へ
の
そ
の
連
関
》
を
ふ
く
め
《
自
然
》
《
歴
史
》
も
そ
れ
に
属
す
る
《
全
体
に
お
け
る
存
在
者
》
の
こ

と
で
あ
り
、
《
像
》
と
は
《
存
在
者
自
身
を
、
そ
の
あ
る
が
ま
ま
に
自
己
の
眼
前
に
た
て
て
、
そ
の
よ
う
に
た
て
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、

そ
れ
を
た
え
ず
自
分
の
眼
箭
に
持
つ
》
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
《
存
在
老
は
全
体
と
し
て
、
そ
れ
が
眼
前
に
表
象
的
に
た
て
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

こ
ち
ら
に
た
て
る
人
間
に
よ
っ
て
た
て
ら
れ
る
限
り
に
お
い
で
は
じ
め
て
、
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
る
》
。
　
こ
こ
に

お
い
て
、
形
而
上
学
の
本
質
的
な
こ
と
が
あ
ら
わ
に
な
る
。
即
ち
《
存
在
者
の
存
在
は
、
存
在
者
が
表
象
さ
れ
て
あ
る
こ
と
く
。
お
①
馨
①
劉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

げ
⇔
び
Φ
誹
に
お
い
て
、
探
究
さ
れ
、
か
つ
見
い
だ
さ
れ
る
》
。
世
界
が
像
と
し
て
把
握
さ
れ
る
時
、
存
在
者
は
鉢
前
に
表
象
く
。
錺
畔
塗
9
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
存
在
者
は
対
象
化
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
表
象
化
・
対
象
化
に
よ
っ
て
、
中
世
的
束
縛
・
啓
示
の
真
理
と

い
わ
れ
て
い
た
も
の
か
ら
、
思
考
は
自
己
を
解
放
し
、
近
代
西
欧
形
而
上
学
が
形
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。
　
《
啓
示
に
よ
る
救
い
の
確
実
性

、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
（
5
）

か
ら
の
解
放
は
、
人
間
が
真
理
を
自
分
自
身
の
知
識
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
も
の
と
し
て
確
保
す
る
と
い
う
確
実
性
へ
と
解
放
す
る
》
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

こ
の
確
実
性
を
支
え
る
根
拠
を
、
今
や
、
《
神
の
存
在
》
に
求
め
ら
れ
な
い
。
内
在
的
な
人
間
自
身
の
主
体
的
基
体
。
。
g
豆
爵
ε
ヨ
に
求
め

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
に
要
求
さ
れ
る
究
極
的
根
拠
は
、
自
律
的
自
己
立
法
の
自
由
に
対
し
て
も
根
拠
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が

デ
カ
ル
ト
に
示
さ
れ
る
近
代
形
而
上
学
の
命
題
《
我
思
う
、
ゆ
え
に
我
あ
り
Φ
σ
q
o
8
α
Q
牌
P
（
禽
σ
q
o
）
。
。
葺
ヨ
》
即
ち
《
確
実
な
も
の
は
人
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

思
考
と
同
時
に
、
人
問
自
身
が
疑
い
も
な
く
共
に
存
在
す
る
こ
と
を
言
い
あ
ら
わ
す
命
題
で
あ
る
》
。
　
自
己
確
実
性
の
根
拠
と
し
て
の
人

間
は
、
同
時
に
存
在
者
が
存
在
の
真
理
で
あ
る
と
い
う
方
法
で
基
礎
づ
け
て
い
る
よ
う
な
方
法
で
基
礎
づ
け
る
基
体
的
主
体
と
な
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
意
味
す
る
。
か
く
し
て
、
《
人
世
は
存
在
者
そ
の
も
の
の
関
与
の
中
心
b
d
o
鎧
α
q
巳
雰
Φ
と
な
る
》
。
世
界
が
像
と
な
る
こ
と
は
、
人
闘
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

存
在
者
の
う
ち
で
主
体
と
な
る
こ
と
と
同
一
の
出
来
事
で
あ
る
》
。
そ
こ
で
人
間
は
《
前
に
一
横
た
わ
っ
て
い
る
も
の
く
。
村
－
同
δ
σ
q
露
号
の

根
拠
と
し
て
、
す
べ
て
を
自
己
に
集
約
し
て
い
る
》
と
こ
ろ
の
基
体
薯
。
驚
六
二
ミ
と
な
る
。
し
か
も
、
こ
の
《
基
体
》
と
し
て
の
人
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

は
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
者
の
真
理
性
を
基
礎
づ
け
る
基
体
的
主
体
。
。
嬉
ぼ
Φ
犀
2
ヨ
と
な
る
。

　
か
く
し
て
、
主
体
零
ぴ
冨
誓
鎧
日
と
し
て
の
藩
閥
の
成
立
は
、
同
時
に
、
存
在
者
を
眼
前
に
表
象
す
る
ゆ
え
に
、
存
在
者
は
《
対
象

○
Φ
σ
Q
①
㌣
。
。
㌶
鼠
》
と
し
て
の
《
客
観
○
げ
」
爵
貯
旨
》
と
な
る
。
こ
こ
に
、
《
主
観
i
客
観
－
図
式
ω
鶴
豆
①
騨
6
9
①
節
あ
。
ぴ
①
ヨ
節
》
が
成
立
す

る
。
こ
こ
で
《
世
界
》
が
《
像
》
と
な
り
、
《
客
観
》
と
な
っ
て
、
包
括
的
、
徹
底
的
に
、
主
観
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
こ
に
人
間
学
の
形
而
上
学
的
前
提
を
構
成
し
た
。
即
ち
、
人
間
学
と
は
人
問
を
基
点
と
し
て
、
人
間
を
目
標
と
す
る
立
場
か
ら
、
存
在

一9一



者
を
全
体
と
し
て
説
明
し
、
評
侮
す
る
人
閥
理
解
で
あ
る
。
こ
こ
に
徹
底
し
た
人
聞
中
心
性
が
示
さ
れ
、
主
観
ω
¢
ぴ
器
四
二
籔
轡
が
成
立
し
、

更
に
《
主
観
性
ω
μ
帰
ぼ
Φ
ζ
三
感
慈
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
西
欧
形
而
上
学
の
本
質
で
あ
る
。

　
形
而
上
学
の
表
象
化
・
対
象
化
は
、
必
然
的
に
、
意
志
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
　
《
主
観
と
主
観
性
と
共
に
、
そ
れ
の
本
質
と
し
て
意
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
近
代
形
而
上
学
は
、
主
観
性
の
形
而
上
学
と
し
て
、
存
在
者
の
存
在
を
意
志
の
意
味
で
思
考
し
て
い
る
》
。

　
か
く
し
て
、
爾
欧
近
代
形
而
上
学
に
お
い
て
は
、
存
在
者
の
存
在
は
、
そ
の
思
考
に
お
い
て
主
観
の
か
げ
に
お
し
ゃ
ら
れ
て
、
必
然
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　

に
忘
却
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
基
礎
的
存
在
論
に
お
け
る
現
存
在
の
分
析
は
存
在
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
現
存
在
の
分
析
は
、
こ
の

場
合
既
に
存
在
論
的
性
格
を
も
つ
。
こ
の
包
括
的
存
在
論
は
、
存
在
者
に
関
す
る
教
説
で
あ
り
、
存
在
の
開
示
で
は
な
い
。

　
人
閥
の
現
存
在
が
無
量
Z
ざ
露
窪
す
る
と
こ
ろ
に
、
主
観
の
克
服
が
現
成
す
る
。
し
か
も
《
人
間
の
現
存
在
は
、
人
間
が
主
観
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

拒
否
の
意
味
に
お
い
て
弁
化
Z
一
。
ぼ
§
α
q
す
る
こ
と
を
な
す
昂
り
、
決
し
て
無
化
す
る
こ
と
は
な
く
》
む
し
ろ
《
人
間
が
、
そ
の
中
で
開

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
だ
　

示
す
る
と
こ
ろ
の
本
質
と
し
て
、
そ
れ
自
体
が
存
在
の
本
質
に
属
す
る
限
り
、
現
存
在
が
無
化
す
る
の
で
あ
る
。
》
。
こ
の
《
存
在
に
お
い

て
無
化
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
…
…
無
Z
一
軍
富
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
本
質
で
あ
る
。
無
が
存
在
を
思
考
す
る
か
ら
こ
そ
、
思
考
は
無
を

　
　
　
　
　
　
　
篶
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
＞

思
考
す
る
の
で
あ
る
。
》
こ
こ
に
お
い
て
現
存
在
の
開
…
示
⑦
霞
あ
。
鉱
墨
壷
コ
（
〉
南
三
湾
三
〇
湊
①
巳
邑
¢
は
、
無
へ
の
開
示
で
あ
り
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

さ
に
、
こ
こ
に
お
い
て
は
《
無
》
へ
と
思
考
が
向
け
ら
れ
る
し
か
た
で
《
主
観
一
客
観
一
図
式
＞
v
が
克
服
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
＞

　
《
無
は
不
安
に
よ
っ
て
、
不
安
の
う
ち
に
あ
ら
わ
に
な
る
。
》
。
《
…
…
検
討
す
べ
き
こ
と
は
、
不
安
を
そ
の
本
質
に
お
い
て
気
分
づ
け
る

無
が
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
者
を
む
な
し
い
も
の
と
し
て
非
塾
す
る
こ
と
に
つ
き
て
い
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
、
い
か
に
し
て
存

在
者
で
な
い
も
の
が
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
者
か
ら
区
別
さ
れ
た
存
在
と
名
づ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
し
て
、
明
ら
か
に
な
る
か
否
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
、
あ
ら
ゆ
る
研
究
が
、
い
か
に
常
に
、
叉
い
か
に
広
く
、
存
在
者
に
対
し
て
探
究
を
進
め
て
も
、
何
処
に
も

存
在
を
兇
い
だ
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
の
よ
う
な
研
究
は
、
単
に
存
在
老
に
お
い
て
存
在
す
る
い
か
な
る
性
質
で
も
な
い
。
存
在
は
、

一　10



存
在
者
の
よ
う
に
、
対
象
的
に
表
象
さ
れ
る
こ
と
も
、
定
立
さ
れ
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
存
在
者
に
対
し
て
、
こ
の
端
的
に
他
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
V

は
、
非
i
存
在
者
乏
ざ
簿
あ
①
冨
口
ら
Φ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
無
が
存
在
と
し
て
現
成
す
る
の
で
あ
る
》
。
こ
こ
で
《
無
》
を
単
に
《
否

定
》
と
か
《
虚
盤
…
り
自
O
ず
辟
σ
q
一
①
》
…
あ
る
い
は
《
本
質
の
な
い
も
の
芝
Φ
器
巳
。
ω
》
と
し
て
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

《
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
者
に
対
し
て
、
存
在
す
る
こ
と
の
保
証
を
与
え
る
広
さ
を
、
無
に
お
い
て
、
経
験
す
る
唯
一
の
用
意

を
整
え
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
の
存
在
者
に
対
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
が
、
存
在
そ
れ
自
体
で
あ
る
。
存
在
の
深
淵
、
し
か

も
な
お
、
展
開
し
て
い
な
い
本
質
が
わ
れ
わ
れ
に
、
本
質
的
不
安
に
お
い
て
無
を
送
る
の
だ
が
、
そ
の
存
在
な
く
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

在
者
は
、
そ
の
存
在
喪
失
ω
鉱
巳
○
。
・
陣
α
q
常
騨
に
と
ど
ま
る
に
ち
が
い
な
い
》
。

　
か
く
し
て
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
あ
っ
て
は
、
現
存
在
の
存
在
の
深
淵
な
る
無
に
お
い
て
、
表
象
的
近
代
形
而
上
学
的
思
考
冒
主
観
一
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

観
図
式
の
克
服
を
な
し
つ
つ
、
存
在
そ
の
も
の
へ
と
思
考
は
《
転
回
穴
①
冨
Φ
》
す
る
。

　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
よ
れ
ぽ
、
西
欧
形
而
上
学
の
歴
史
は
、
存
在
忘
却
ω
鉱
房
く
鐙
σ
q
。
ω
ω
窪
ゲ
Φ
蹄
の
歴
史
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
た
が
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

存
在
忘
却
か
ら
、
存
在
の
歴
史
は
開
示
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
存
在
忘
却
と
し
て
終
結
し
た
形
爾
上
学
は
、
思
考
を
終
結
に
ま
で
達
せ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

め
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
思
考
は
他
の
初
源
》
駄
。
。
資
σ
q
へ
の
移
行
の
う
ち
に
お
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
形
而
上
学
の
問
題
性
が
そ
の
極
に
達
す
る
と
こ
ろ
で
形
而
上
学
の
克
服
v
v
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
、
形
而
上
学
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

《
超
克
》
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
こ
の
《
超
克
》
は
、
《
そ
の
終
結
に
到
達
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
死
滅
》
す
る
の
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

《
形
而
上
学
の
そ
の
真
理
の
う
ち
へ
引
き
渡
す
》
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
《
存
在
》
自
身
に
思
考
を
か
け
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

存
在
へ
帰
入
ω
。
町
韻
N
員
口
。
旨
し
、
存
在
の
非
隠
蔽
性
の
中
に
到
着
し
、
存
在
へ
内
在
す
る
謬
⇔
㊦
ω
8
ぴ
窪
（
内
在
性
ぎ
2
ぎ
儀
戯
冨
ε
す

る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
て
、
門
閥
は
、
（
（
無
の
場
の
保
持
者
瞠
簗
浮
島
8
昌
山
霧
≧
o
簿
。
・
＞
＞
と
し
て
よ
り
、
む
し
ろ
積
極
的
に
《
存
在
の
牧

　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

岩
国
艮
伽
①
ω
ω
皿
霧
》
と
な
る
。
こ
れ
こ
そ
、
思
考
が
、
存
在
の
前
へ
帰
入
す
る
こ
と
で
《
転
回
》
が
な
さ
れ
る
。

　
こ
の
《
転
回
国
①
訂
①
》
は
、
《
立
場
に
関
連
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
醤
葉
の
厳
密
な
意
味
で
思
考
の
道
に
関
連
し
た
こ
と
、
本
質
に
浸
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（
2
8
）

透
し
て
発
．
訳
す
る
道
に
関
連
し
た
こ
と
と
し
て
理
解
さ
れ
る
》
そ
こ
で
、
転
回
は
、
《
も
は
や
現
存
在
か
ら
出
発
す
る
の
で
は
な
く
て
、

現
存
在
へ
達
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
限
り
で
、
思
考
す
る
者
は
、
現
存
在
を
、
そ
の
初
源
か
ら
存
在
に
お
い
て
根
拠
づ
け
、
存
在
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

よ
っ
て
〔
生
起
さ
せ
〕
設
定
す
る
》
。

　
転
回
は
、
現
象
的
に
は
《
主
観
性
を
放
棄
す
る
思
考
象
Φ
ω
二
げ
撤
ζ
ぎ
焦
謬
く
Φ
円
一
霧
。
。
Φ
匿
。
。
。
O
窪
落
口
》
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
主
観
性
の

立
場
か
ら
、
そ
れ
を
放
棄
す
る
立
場
へ
と
移
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
思
考
に
お
け
る
《
存
在
と
時
間
》
（
一

九
二
七
）
か
ら
一
九
二
九
年
を
さ
か
い
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
後
期
へ
と
転
回
す
る
こ
と
は
、
実
は
形
而
上
学
的
歴
史
に
お
い
て
総
括
す
る

と
く
A
ヨ
i
μ
ッ
パ
の
歴
史
の
中
で
生
起
す
べ
き
哲
学
的
思
索
そ
の
も
の
の
変
貌
・
人
望
的
本
質
そ
の
も
の
の
変
転
》
即
ち
《
主
観
性
の
形

霜
⊥
学
か
ら
存
在
の
真
理
の
立
場
へ
、
存
在
者
に
立
脚
す
る
思
索
か
ら
、
存
在
へ
の
思
索
へ
、
総
じ
て
西
欧
の
幾
世
紀
に
も
亘
る
迷
誤
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

．
歴
史
が
今
ま
さ
に
克
服
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
転
換
の
主
張
が
、
実
は
転
回
と
い
う
こ
と
の
最
も
本
来
的
な
意
味
な
の
で
あ
る
》
。

　
　
τ
嗣

　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
一
〇
〇
ド
　
　
　
　
　
　
一
配
，
田

（9）　｛8）　（7） （6）　（5）　（4）　（3）　（2） （

¢
o
幽
山
②
筑
σ
q
o
び
羅
∴
　
凱
。
ぎ
宅
㊦
σ
q
o
（
1
ー
流
目
ψ
（
に
⇒
緩
聾
コ
〔
冨
鵠
6
G
G
①
高
¢
戯
⑦
男
壁
巳
甑
μ
臣
斜
ン
臼
．
）
【
¢
O
C
　
＞
三
卜
　
　
　
所
収
の
．
寒
《
世
界
像
の
時

代
》
一
九
三
八
講
述
の
う
ち
で
西
欧
形
蒲
上
学
の
歴
史
を
検
討
し
て
い
る
。

斜
洋
（
〉
¢
O
Q
ド

磐
嘗
○
■
も
。
・
c
c
ド

鉾
飢
［
・
○
畠
○
σ
．
㏄
｝
W
．

邸
r
磐
○
．
ω
．
¢
ρ

餌
．
鶴
b
’
¢
H
8
辱
デ
カ
ル
ト
の
形
而
上
学
瞳
、
甑
、
存
在
春
を
表
象
の
対
象
性
○
£
⑦
雲
門
ぎ
〔
藁
。
三
＾
魯
と
し
て
《
真
理
》
を
蓑
象
の
確
実
性
（
影
’
三
ζ
つ
冨
謬

と
し
て
捉
え
た
の
で
あ
る
。

鋤
・
穿
○
■
G
蔭
．
G
G
㎝
．

m
煮
酵
（
）
．
ψ
G
σ
伊

《
根
拠
と
し
て
横
た
わ
っ
て
い
る
も
の
》
と
し
て
の
ラ
テ
ン
語
盆
¢
σ
色
。
ε
ヨ
》
は
本
来
ギ
リ
シ
ャ
語
《
警
。
驚
骨
鐙
。
℃
》
に
慮
来
す
る
。
〉
臨
繋
○
＄
δ
。
。
．

に
お
い
て
は
《
つ
ね
に
自
か
ら
窯
語
（
基
体
）
で
あ
っ
て
他
の
な
に
も
の
得
述
語
（
属
続
匡
）
と
な
ら
な
い
も
の
》
と
い
う
《
o
、
∵
と
飛
》
（
鼠
穴
体
）
の
概
念
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任。）（14）　（13）　（12）　（ll）（15）（19）　｛i8）　（17）　（16］（24）　（23）　（22）i　（21）　（20）

か
ら
、
存
在
主
体
の
理
解
の
た
め
に
は
主
語
と
と
も
に
基
体
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
》
諺
8
邑
①
ω
”
O
鶏
Φ
σ
q
。
二
⇔
①
＜
）
。
こ
の
。
軌
q
ミ
は
後
．
に
、

人
間
の
明
在
で
あ
り
、
そ
の
独
自
の
存
在
の
本
質
に
従
っ
て
、
存
在
の
真
理
の
中
に
脱
路
的
に
内
在
す
る
こ
ど
と
解
釈
さ
れ
る
（
頃
Φ
こ
①
σ
q
σ
q
①
畳
¢
げ
曾

α
①
p
団
ロ
日
餌
巳
の
ヨ
¢
。
自
）
。

勉
・
P
O
・
ω
・
B
伊
　
口
①
σ
q
製
粉
学
は
、
こ
の
意
味
で
、
主
体
的
形
而
上
学
と
し
て
、
き
わ
だ
っ
た
典
型
で
あ
り
、
近
代
形
而
上
学
の
完
成
の
地
平
鍛
。
ユ
N
O
艮

を
開
い
た
と
考
え
ら
れ
る
寓
Φ
罷
Φ
σ
q
α
Q
o
鷺
〈
o
村
霞
餌
σ
q
Φ
嬬
日
興
〉
¢
諭
黙
N
㊦
（
国
づ
勝
冨
⇒
〔
δ
昌
國
O
Q
。
の
l
q
Q
。
〉
同
ゆ
思
懸
↑
〈
〉
）
ψ
＝
《
凹
Q
Q
①
．

餌
効
e
O
“
ω
。
悼
駆
ω
．

σ
o
屡
．
¢
瓢
韓
（
δ
臣
寓
広
ヨ
⇔
巳
ω
一
昌
島
H
震
N
O
り
．
お
（
ー
ー
C
誕
γ

鶯
麺
．
○
’
ω
・
幽
腿
’

ζ
墜
訂
雫
ω
o
ぴ
≦
駄
ρ
鵠
⇔
口
。
。
－
カ
¢
魁
。
開
”
い
弓
×
置
8
降
N
覚
μ
二
〇
ω
o
再
出
。
－
∪
窪
く
㊦
家
妻
⇒
島
臥
も
蔭
く
。
謡
い
弓
×
貯
器
冒
ぎ
℃
凱
δ
。
。
o
℃
び
一
〇
¢
⇒
臨
。
財
臨
ω
島
。
び
①
ヨ

9
碧
び
①
無
印
ぎ
Φ
b
ご
①
鵬
①
α
q
ρ
5
α
q
（
＜
9
β
昌
儀
①
め
『
α
0
5
N
偉
甑
0
7
ド
8
ど
O
Q
・
①
心
■
　
な
お
《
O
冨
副
爵
、
．
Q
D
．
F
N
．
．
α
q
巴
節
。
げ
8
目
簿
の
〇
三
〇
ω
ω
o
コ
ご
且
二
の
叶
ヨ
。
露

黛
①
幽
①
o
置
…
Φ
博
Φ
》
ζ
圃
。
⇒
Φ
ぎ
①
。
。
ω
¢
鉱
①
犀
参
凱
。
づ
血
①
ヨ
ユ
δ
国
同
。
中
コ
信
謬
σ
q
篇
霧
ご
器
①
幽
霧
餌
g
。
嘔
鳥
2
ゆ
①
鼠
づ
α
q
①
づ
び
Φ
圃
二
づ
ω
Φ
δ
遣
α
①
瓢
差
増
○
融
①
づ
ゲ
Φ
搾

恥
①
。
。
ω
①
ぼ
。
ゆ
（
頴
妻
ω
．
α
α
γ

《
無
は
決
し
て
何
も
の
で
も
な
い
の
で
は
な
く
で
、
ま
た
対
象
と
い
う
意
味
に
お
け
る
何
か
で
も
な
い
。
無
は
存
在
そ
の
も
の
で
あ
る
・
：
》
顕
毛
ω
◆
《
無

は
存
在
と
し
て
経
験
さ
れ
る
》
○
爵
謡
①
ぎ
鳳
。
げ
二
）
⑦
刷
紙
蝕
冒
‘
謎
（
剛
ω
の
ぎ
目
Φ
O
ρ
ψ
O
Q
も
○
■

霞
①
誌
Φ
σ
q
σ
q
費
し
≦
∴
　
芝
霧
冨
齢
ζ
Φ
陣
⇔
℃
ぴ
《
。
。
凶
岸
ゆ

鉾
螢
○
．
G
り
’
職
H
閥

磐
斜
○
．
ω
，
心
H
・

畷
Φ
賦
Φ
α
q
σ
q
①
屈
は
《
存
在
の
歴
史
は
、
存
在
忘
却
で
開
始
し
、
し
か
も
必
然
約
に
蘭
示
》
（
寓
芝
ω
．
鍾
○
。
）
す
る
と
い
う
。
そ
れ
が
寓
Φ
σ
q
皿
↓
Z
δ
言
ω
o
げ
⑦

に
お
い
て
極
に
達
し
、
そ
の
意
味
で
2
δ
叶
拐
。
｝
完
に
お
い
て
醸
欧
形
而
上
学
は
終
結
し
た
と
い
う
が
、
こ
の
終
結
は
又
、
他
の
初
端
諺
昌
h
⇔
溺
σ
q
へ
移

行
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
〈
〉
ω
．
c
。
ω
）
《
主
観
に
と
っ
て
な
さ
れ
る
客
観
化
の
8
1
来
薯
は
現
存
在
が
考
え
ら
れ
て
無
に
到
る
と
こ
ろ
に
は
じ
め
て
経
験

す
る
。
そ
こ
で
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
と
っ
て
は
、
無
が
現
存
在
の
真
の
超
越
性
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
（
○
夢
寓
∴
○
①
コ
『
o
コ
ニ
づ
鎚
ω
Φ
凶
β
ω
・
H
㊤
）
・

霞
メ
＜
ω
’
卜
⊃
蒔
G
O
．

＜
》
ω
．
O
Q
G
o
■

＜
》
¢
謡
，

〈
〉
も
り
甲
“
ρ

〈
〉
ω
．
同
G
。
〇
二
。
・
毛
．
Q
o
α
『
ユ
簿
N
｛
冨
¢
o
渥
《
帰
入
》
な
い
し
《
退
歩
》
．
と
訳
さ
れ
る
。
こ
れ
は
思
考
の
運
動
の
様
式
の
長
い
道
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
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1，28／i　（27）　（26）　C25）2・　9／is’　｛｝i

思
考
を
、
哲
学
に
お
い
て
従
来
思
考
さ
れ
た
こ
と
か
ら
一
定
の
方
向
で
脱
け
だ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
思
考
は
、
そ
れ
自
か
ら
の
事
態
即
ち
存

在
の
前
に
退
き
（
帰
入
し
）
思
考
さ
れ
た
こ
と
を
あ
る
向
い
会
い
O
の
鴻
の
5
裳
）
①
『
の
う
ら
に
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
（
鋭
①
罧
富
懸
隔
疑
＝
）
一
撃
①
「
㊦
⇒
N
溢
加
刈

し
。
甲
念
〉
↑
H
O
＞
．

¢
寓
o
D
’
δ
．

¢
驚
ω
．
巳
．

一
〇
ψ
蔭
⑦
◆

9
r
田
団
鼠
。
ぞ
。
①
算
窪
＝
臼
田
ω
。
8
む
。
ニ
ン
δ
⑬
家
畏
累
累
亀
£
α
q
2
§
（
刷
（
ζ
芝
£
〔
す
　
　
・
・
笥
魯
簿
覧
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヘ
　
　
　
コ

謡
①
◎
．
。
・
・
．
㊦
（
爵
誉
『
・
。
．
二
璽
霊
警
三
で
、
・
叢
・
ゆ
・
．
一
。
奏
。
『
翼
①
・
、
吋
¢
を
図
式
　
＼
N
劃
ノ

化
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
く
無
§
ミ
亀
恥
　
　
一
　
警
慧
・
な
審
・
象
、
諺

鎚
．
P
O
．
ω
●
G
Q
ω
’
　
こ
れ
に
対
し
て
ン
島
窪
δ
学
ω
o
『
毒
。
｛
ρ
鍛
一
夘
p
も
ご
致
し
て
い
る
（
尊
二
君
鍍
ぼ
諮
8
℃
三
ざ
も
。
○
陰
り
謬
H
り
O
H
ω
◎
¢
ω
議
）
ζ
巳
ド
①
斜
O
O
雰
7
0
峯

も
、
転
圓
が
思
考
の
《
破
滅
》
で
は
な
く
、
新
し
い
思
考
の
道
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
頁
理
そ
れ
自
体
に
対
す
る
思
考
で
あ
る
と
み
る
（
、
門
｝
拓
（
）
7

0
σ
q
『
畠
①
N
Φ
認
聾
無
陸
覇
同
り
総
ω
9
ω
霧
｛
）
。

渡
辺
二
郎
H
　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
実
存
思
想
一
り
⑦
卜
⊃
“
ω
O
醸
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
c
　
存
在
の
開
示
の
場
　
…
…
雷
語
ω
唱
鑓
。
げ
①
の
問
題
一

　
〈
（
存
在
と
時
間
》
第
三
十
四
節
《
現
疑
存
在
と
〔
語
り
〕
、
言
語
＞
＞
に
お
い
て
、
言
語
現
象
を
実
存
論
的
に
、
即
ち
現
存
在
…
人
間
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
）

り
方
の
問
題
と
し
て
、
解
釈
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
＞

　
《
現
存
在
は
黙
認
を
も
っ
て
い
る
。
》
《
言
語
の
実
存
論
虚
誕
存
在
論
的
基
本
は
語
り
ヵ
①
傷
①
で
あ
る
。
》
《
人
間
は
語
る
噌
巴
¢
p
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
存
在
老
と
し
て
自
己
を
示
す
》
《
語
り
が
、
外
に
語
り
だ
さ
れ
る
こ
と
寓
ぎ
鍵
ω
α
q
①
ω
鷺
。
島
窪
7
Φ
搾
が
言
語
な
の
で
あ
る
。
こ
の
語
の
全

体
性
は
、
そ
の
う
ち
で
語
り
、
独
自
の
〔
世
界
と
し
て
の
～
＜
①
開
ぼ
。
菖
存
在
を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
て
、
内
…
世
界
的
な
存
在
す
る

も
の
と
し
て
、
あ
た
か
も
手
も
と
に
あ
る
も
の
N
島
⇔
巳
窪
霧
の
よ
う
に
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
言
語
ぱ
、
固
の
前
に
存
在
す
る

単
謡
に
ま
で
、
分
解
さ
れ
も
す
る
。
語
り
が
、
そ
の
も
の
の
開
示
性
を
意
義
に
応
じ
て
分
節
》
村
辞
弾
巳
銭
。
ロ
す
る
と
こ
ろ
の
存
在
者
は
、

投
げ
ら
れ
た
、
ま
た
〔
世
界
〕
に
依
存
し
て
い
る
世
界
－
内
－
存
在
と
い
う
あ
り
方
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
語
り
ぱ
実
存
論
的
に
は
言
語

一　14　一一



　
　
　
　
　
る
　

な
の
で
あ
る
。
》

　
か
く
し
て
、
こ
の
《
語
り
》
が
世
界
－
内
一
存
在
の
開
示
性
を
構
成
し
、
従
っ
て
自
己
自
身
の
構
造
に
お
い
て
も
現
存
在
の
根
本
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
し
て
の
世
界
一
内
一
存
在
に
よ
っ
て
予
め
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
　
こ
の
限
り
に
お
い
て
、
発
言
さ
れ
た
語
全
体
は
言
語
と
し

て
、
存
在
論
的
に
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
即
ち
・
世
界
的
妻
Φ
匡
8
7
な
あ
り
方
を
す
る
の
で
あ
る
。
《
人
間
の
存
在
は
、
世
界
と
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

存
在
自
身
を
発
見
す
る
と
い
う
あ
り
方
に
お
い
て
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
》
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
世
界
は
存
在
論
的
構
造
《
有
意
義
吟
じ
d
Φ
瓢
2
敷
藁
目
同
県
評
》
に
お
い
て
把
握
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
世
界
は
、
現
存
在
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　

理
解
、
即
ち
存
在
戦
犯
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
世
界
と
し
て
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
方
法
論
的
に
挫
折
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　

又
存
在
企
投
は
、
（
〈
時
間
》
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
、
存
在
へ
の
問
い
を
時
閲
性
に
お
い
て
、
と
ら
え
よ
う
と
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
七
難
性
は
《
存
在
そ
の
も
の
、
か
く
し
て
時
闇
か
ら
非
隠
蔽
的
と
な
っ
て
い
る
も
の
》
に
存
し
て
い
る
。
即
ち
《
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間
は
、
非
隠
蔽
性
へ
と
、
即
ち
存
在
の
真
理
へ
と
指
示
し
て
い
る
。
》
そ
こ
で
、
方
法
論
的
に
言
え
ば
、
現
存
在
の
現
象
学
的
方
法
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

言
語
現
象
を
把
握
し
よ
う
と
し
な
が
ら
、
存
在
そ
の
も
の
、
即
ち
存
在
の
真
理
か
ら
開
示
さ
れ
る
あ
り
方
へ
と
転
回
囚
①
訂
①
す
る
。
即

ち
《
存
在
の
真
理
が
思
考
に
と
っ
て
考
え
る
に
価
す
る
も
の
に
な
っ
た
限
り
、
言
語
の
本
質
へ
の
省
察
も
嵐
た
、
異
な
っ
た
段
階
に
達
す

る
に
ち
が
い
な
い
。
…
…
だ
か
ら
、
〔
存
在
と
時
間
〕
三
十
四
節
は
言
語
の
本
質
の
次
元
へ
の
指
示
を
ふ
く
み
、
存
在
の
ど
の
よ
う
な
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
方
で
、
言
語
が
書
語
と
し
て
そ
の
つ
ど
あ
る
の
か
と
い
う
単
純
な
問
い
に
ふ
れ
る
の
で
あ
る
。
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
　

　
言
語
ω
℃
鑓
。
げ
①
は
、
単
に
、
《
表
現
の
手
段
》
〈
（
一
種
の
伝
達
と
し
て
の
理
解
の
道
具
》
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
い
。
た
し
か
に
言
語
は

表
現
に
関
わ
り
は
す
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
《
体
験
の
後
か
ら
副
次
的
な
表
現
》
で
あ
り
《
こ
の
体
験
の
う
ち
で
事
物
と
事
態
が
体
験
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

れ
て
い
る
限
り
、
言
語
は
間
接
に
は
、
体
験
さ
れ
た
存
在
者
の
表
現
、
い
わ
ば
再
現
で
も
あ
る
》
。
《
言
講
が
あ
っ
て
、
一
般
に
初
め
て
存

在
す
る
も
の
の
顕
わ
な
状
態
の
た
だ
中
に
立
つ
べ
き
可
能
性
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
雲
井
の
あ
る
と
こ
ろ
に
の
み
世
界
が
あ
る
。
》
。

世
界
の
あ
る
と
こ
ろ
に
の
み
歴
史
が
あ
る
。
　
《
即
ち
言
語
は
人
間
が
歴
史
的
な
も
の
と
し
て
存
在
し
う
る
た
め
の
保
証
を
与
え
て
い
る
の

娼



　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
＞

で
あ
る
。
＞
＞
。
《
言
藷
は
人
闘
の
膚
由
に
処
理
し
得
る
道
具
で
は
な
く
、
人
間
存
在
の
最
高
の
可
能
性
を
左
右
す
る
よ
う
な
出
来
事
で
あ
る
。
》

　
＜
＜
わ
れ
わ
れ
人
間
は
一
つ
の
対
話
で
あ
．
る
。
　
人
混
の
存
在
は
、
　
　
ロ
語
の
う
ち
に
そ
の
基
礎
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
雷
語
は
対
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

に
お
い
て
初
め
て
生
起
す
る
。
v
v
。

　
か
く
し
て
、
入
間
と
存
在
と
の
関
係
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
欝
語
と
存
在
と
の
関
係
を
、
対
話
に
お
い
て
と
ら
え
る
。
そ
の
模
索
の
過
程
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：

《
存
在
と
時
間
》
（
一
九
一
一
七
年
）
か
ら
、
そ
こ
に
お
け
る
方
法
論
的
検
討
を
経
て
（
一
九
二
九
年
）
（
〈
ヒ
ュ
：
マ
ニ
ズ
ム
を
越
え
て
C
ぴ
興

匙
Φ
ご
寓
鐸
露
⇔
三
ω
§
β
。
。
v
v
（
一
九
四
七
年
）
《
ヘ
ル
ダ
…
リ
ソ
と
詩
作
の
本
質
》
（
一
九
三
六
年
講
演
三
十
七
年
出
版
）
を
含
む
く
く
ヘ
ル
ダ
ー
リ

ン
の
詩
作
の
た
め
の
解
明
図
同
感
鼠
費
鐸
⇔
σ
q
①
⇔
讐
寓
α
鉱
Φ
附
ぼ
。
。
O
ざ
げ
ε
⇔
σ
q
》
（
ド
ゆ
黛
b
O
■
¢
p
〈
■
〉
¢
ぬ
．
）
＜
＜
雪
口
語
へ
の
途
上
で
C
糞
Φ
学
≦
①
α
q
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

議
凪
ω
鷲
p
・
。
訂
》
（
搭
α
O
年
）
に
発
展
的
に
継
続
し
て
ゆ
く
（
転
回
）
。

　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
西
欧
形
而
上
学
を
克
服
し
つ
つ
、
存
在
の
莫
理
を
経
験
す
る
問
い
を
言
語
に
お
い
て
設
定
す
る
．

　
存
在
の
真
理
の
思
考
と
ば
い
か
な
る
こ
と
か
。

　
存
在
の
真
理
の
思
考
と
は
、
存
在
そ
の
も
の
へ
の
回
想
》
匿
。
巳
（
2
で
あ
り
、
表
象
的
思
考
で
あ
る
主
観
性
の
思
考
か
ら
、
存
在
の
中

で
、
存
在
に
よ
っ
て
語
り
か
け
き
ω
嘆
①
警
§
ら
れ
る
こ
と
の
中
で
、
そ
れ
に
応
答
す
る
。
艮
ω
鷲
②
9
窪
根
源
的
、
初
年
的
思
考
で
あ
る
。

こ
の
存
在
の
語
り
か
け
と
応
答
と
の
対
話
N
≦
圃
①
。
。
箕
習
プ
で
は
、
存
在
の
君
語
が
探
索
さ
れ
る
。

　
存
在
の
語
り
か
け
帥
霧
箕
①
畠
窪
に
対
し
て
、
人
間
が
応
答
す
る
Φ
口
欝
鷲
Φ
簿
2
と
こ
ろ
は
、
書
語
ω
讐
p
o
プ
①
で
あ
る
。
《
言
語
は
存

　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

在
の
住
み
家
で
あ
る
。
》
。
《
言
語
は
存
在
の
真
理
の
住
み
家
で
あ
る
。
》
。
＜
＜
存
在
は
思
考
に
お
い
て
、
言
書
に
到
来
す
る
。
…
…
人
間
は
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

語
の
住
み
家
の
中
に
住
ん
で
い
る
》
。
そ
れ
ゆ
え
《
言
語
は
存
在
の
住
み
家
で
あ
り
、
そ
し
て
人
間
の
本
質
の
住
み
家
で
あ
る
。
》
従
っ
て
、

人
間
は
他
の
諸
々
の
能
力
と
な
ら
ん
で
言
語
を
所
有
し
、
そ
れ
を
使
用
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
人
事
は
そ
の
中
に
住
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
に
属
し
て
い
る
σ
q
①
『
驚
窪
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
《
根
源
的
言
語
は
、
存
在
そ
れ
膚
体
で
あ
る
。
存
在
が
わ
れ
わ
れ
に
書
手
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

て
語
り
か
け
霞
あ
鷲
㊦
筈
窪
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
語
り
。
・
鷲
㊦
。
ゲ
魯
は
、
対
応
し
て
語
る
こ
と
①
寡
あ
箕
①
畠
霧
で
あ
る
。
》
《
人
間
は
言

16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

語
に
対
応
し
て
語
る
限
り
に
お
い
て
語
る
だ
け
な
の
で
あ
る
》
。
　
言
語
は
存
在
に
属
し
、
存
在
の
語
り
か
け
と
し
て
の
言
語
が
到
来
す
る

の
で
あ
る
。
存
在
の
語
り
か
け
は
、
存
在
み
ず
か
ら
が
開
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
言
語
到
来
函
9
5
ヨ
窪
N
焉
ω
嘆
霧
障
①
と
は
、
存
在
の

真
理
の
開
示
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
さ
て
、
《
思
考
は
入
間
の
本
質
に
対
す
る
存
在
の
関
係
を
完
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
》
即
ち
思
考
は
存
在
へ
の
対
応
の
中
に
語
る
。
　
《
思

考
は
、
そ
の
語
る
こ
と
に
お
い
て
、
た
だ
存
在
の
話
さ
れ
な
い
言
葉
≦
○
暮
を
言
語
ω
唱
門
8
ぎ
に
も
た
ら
す
の
み
で
あ
る
。
》
。
《
こ
こ
で

使
用
さ
れ
た
〔
言
語
に
も
た
ら
す
〕
と
い
う
表
現
は
今
や
全
く
言
葉
通
り
に
と
る
べ
き
で
あ
る
。
存
在
が
自
ら
を
開
示
し
つ
つ
言
語
に
到

　
　
　
　
　
（
2
7
）

来
す
る
の
で
あ
る
。
》
更
に
《
初
源
的
思
考
は
、
存
在
の
恵
み
の
反
響
で
あ
り
…
…
こ
の
反
響
は
存
在
の
声
な
き
声
の
言
葉
に
対
す
る
人
間

の
応
答
で
あ
る
。
思
考
の
応
答
が
、
人
間
魚
雷
語
の
根
源
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
を
。
ほ
が
初
め
て
、
多
く
の
単
語
に
お
け
る
言
葉
の
発
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

と
し
て
言
語
を
成
立
さ
せ
る
》
。
存
在
の
語
り
か
け
は
《
話
さ
せ
な
い
言
語
》
と
し
て
の
《
声
な
き
声
》
《
静
寂
の
声
》
で
あ
り
、
そ
れ
に

声
を
与
え
、
言
語
と
す
る
の
が
初
源
的
思
考
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
存
在
の
《
静
寂
の
声
》
と
し
て
の
言
葉
芝
。
詳
は
、
人
間
の
言
語
に

お
い
て
現
成
す
る
。

　
か
く
し
て
、
思
考
が
、
存
在
へ
の
応
答
Φ
昌
冴
蜜
⑦
o
げ
窪
で
あ
り
、
人
間
の
言
語
は
、
存
在
の
初
源
的
な
声
な
き
警
語
に
よ
っ
て
の
み
形

成
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
が
存
在
の
語
り
か
け
に
た
っ
て
い
る
こ
と
は
《
存
在
》
の
語
り
か
け
に
聞
き
げ
α
器
昌
、
そ
れ
に
聴
従
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

る
び
曾
8
p
。
敦
こ
と
で
あ
る
。
《
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
語
り
か
け
に
聴
従
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
応
答
に
到
達
す
る
。
》
。
従
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

て
《
応
笛
と
は
、
存
在
者
の
存
在
の
語
り
か
け
の
声
に
聞
く
》
こ
と
で
あ
る
。
《
思
考
は
、
存
在
の
声
に
従
順
に
σ
q
Φ
ゲ
。
誘
隔
日
、
存
在
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

存
在
の
真
理
が
言
語
に
到
来
す
る
言
葉
を
求
め
る
》
。
　
従
っ
て
、
人
間
は
、
存
在
の
語
り
か
け
に
応
啓
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
実
に
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

こ
と
を
な
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
、
語
る
こ
と
は
聞
く
こ
と
で
あ
る
。

　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
、
い
く
つ
か
の
詩
解
釈
に
お
い
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
そ
の
詩
自
身
と
の
対
話
∪
或
。
σ
q
を
な
す
。
そ

の
作
業
は
、
《
解
釈
者
》
対
《
解
釈
さ
れ
る
も
の
》
（
詩
）
と
い
う
圃
定
し
た
《
主
観
対
客
観
》
の
対
比
に
お
い
て
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
ゆ
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詩
作
は
《
言
語
そ
の
も
の
の
本
質
的
な
意
味
に
お
け
る
∪
8
簿
。
ロ
漁
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
今
や
言
語
は
、
そ
の
中
に
お
い
て
人
間
に

対
し
て
一
般
に
初
め
て
存
在
者
が
存
在
者
と
し
て
自
己
を
開
示
す
る
と
こ
ろ
の
か
の
生
起
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
詩
想
。
①
ω
冨
嚇
狭
い
意
味
に

お
け
る
詩
作
U
8
ゲ
葺
口
σ
q
は
本
質
的
な
意
味
に
お
け
る
最
も
根
源
的
な
詩
作
で
あ
る
。
言
語
は
そ
れ
が
根
源
的
な
原
詩
¢
p
b
o
①
ω
δ
で
あ

る
が
ゆ
え
に
詩
作
な
の
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
詩
に
言
語
の
中
で
生
起
す
る
。
と
い
う
の
は
言
語
は
詩
作
0
8
窪
き
σ
q
の
根
源
的
な
本
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

を
保
存
し
、
真
な
ら
し
め
る
く
興
≦
㊤
汗
魯
か
ら
で
あ
る
。
》
詩
作
す
る
こ
と
蝕
。
窪
窪
は
即
ち
町
着
け
稠
密
に
す
る
こ
と
、
更
に
凝
集
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

る
こ
と
く
①
目
島
。
葺
窪
で
あ
る
。
そ
れ
自
身
あ
る
が
ま
ま
に
凝
集
す
る
よ
う
に
、
凝
集
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
凝
集
す
る
こ
と
が
生
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

す
る
と
こ
ろ
に
真
理
は
開
示
す
る
。
解
釈
者
と
詩
作
、
《
思
考
と
詩
と
の
会
話
○
Φ
q
。
嘆
讐
び
は
人
間
と
し
て
言
語
の
中
に
含
む
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
〔
3
7
）

を
、
あ
ら
た
め
に
学
ば
し
め
、
言
語
の
添
質
を
喚
起
す
る
》
。

　
詩
の
テ
キ
ス
ト
の
理
解
は
、
そ
の
詩
に
お
い
て
、
多
く
の
人
間
が
、
か
っ
て
使
用
し
た
言
語
中
、
詩
人
が
発
見
し
、
要
求
し
、
使
用
し

て
い
る
書
語
に
開
示
さ
れ
た
存
在
を
発
見
し
、
外
く
置
く
こ
と
窪
ω
晶
①
α
q
①
コ
に
関
わ
っ
て
い
る
。
　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
存
在
の
関
示
を
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

く
こ
と
、
存
在
の
真
理
の
醐
示
を
、
形
而
上
学
の
克
服
の
道
と
も
み
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

　
《
人
間
は
語
る
U
興
ζ
Φ
奮
鼻
ω
鷲
ざ
窪
》
し
か
し
、
根
源
的
に
語
る
の
は
存
在
で
あ
る
。
し
も
か
、
存
在
の
声
な
き
声
と
し
て
の
言
語

を
出
来
事
団
器
碍
巳
ω
と
し
て
人
聞
に
与
え
示
す
。
そ
こ
に
人
間
の
言
語
が
生
起
す
る
。
幽
来
事
○
窃
。
プ
警
窪
は
、
人
間
の
本
質
を
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

の
存
在
者
の
隠
蔽
の
中
か
ら
あ
ら
わ
に
す
る
。
人
間
の
本
質
は
、
そ
の
非
隠
蔽
性
の
中
で
、
現
象
さ
せ
ら
れ
る
。
《
わ
れ
わ
れ
が
、
語
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

も
し
く
は
語
ら
れ
る
も
の
が
理
解
さ
れ
る
間
、
わ
れ
わ
れ
は
存
在
の
呼
び
か
け
の
も
と
に
た
ち
、
存
在
に
近
づ
く
。
》

　
か
く
し
て
、
《
人
間
は
言
語
的
に
実
存
し
、
言
語
に
住
ま
う
本
質
と
し
て
存
在
の
内
に
つ
き
、
存
在
に
よ
っ
て
〔
始
ま
る
〕
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
語
り
聞
く
間
…
存
在
は
〔
あ
ら
ゆ
る
存
在
者
の
出
来
事
O
霧
。
｝
お
げ
窪
〕
と
し
て
わ
れ
わ
れ
に
到
来
す
る
。
そ
こ
で
言
語
は
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

〔
存
在
の
到
来
〕
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
》
従
っ
て
《
言
語
ぱ
、
普
遍
的
に
拘
束
力
の
あ
る
音
声
の
し
る
し
N
①
｝
警
①
p
と
の
、
与
え
ら
れ

た
事
実
関
係
の
記
号
づ
け
b
d
Φ
N
脇
門
窪
で
は
な
い
。
緒
言
藷
と
は
、
本
来
外
へ
は
表
現
さ
れ
な
い
内
的
体
験
の
表
現
と
し
て
理
解
さ
る
べ
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（
3
4
）

き
で
は
な
い
》
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
言
語
は
、
あ
る
一
定
の
共
通
の
対
象
に
つ
い
て
の
偶
然
的
に
選
択
さ
れ
た
音
声
符
号
と
し
て
み
ら
れ
る
よ
り
も
、
人
間
存

在
の
根
源
か
ら
、
出
来
事
と
し
て
生
起
し
、
存
在
か
ら
運
命
的
α
q
①
。
・
。
霞
照
覧
冨
性
格
を
与
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
応
答
と
し
て
性
格
づ
け

ら
れ
た
。
言
語
は
、
こ
こ
に
お
い
て
そ
れ
自
体
、
語
ら
れ
る
こ
と
を
保
持
す
る
。
即
ち
事
柄
の
本
質
に
近
づ
く
の
で
あ
る
。
言
語
の
本
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

に
対
す
る
認
識
は
、
対
象
化
の
思
考
か
ら
離
れ
、
言
語
の
語
る
《
根
拠
》
《
本
質
》
に
近
づ
く
。
こ
こ
に
お
い
て
の
み
、
隠
語
が
、
解
釈
学

的
性
格
を
担
う
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
［
c
］

qD

@
ω
・
⊆
・
N
・
　
O
Q
。
。
①
『
¢
ロ
鎚
園
⑦
鎚
①
・
　
0
り
℃
困
⇔
o
げ
ρ
こ
れ
は
O
す
①
メ
置
3
昌
凱
巴
①
渓
。
郎
ω
け
搾
賃
諜
。
詳
紅
葉
O
鋤
の
終
節
で
あ
る
。
　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
…
は
O
δ

　
　
匿
讐
①
α
q
o
臥
。
亭
¢
誉
飯
b
σ
①
山
①
9
自
5
σ
q
巴
Φ
訂
Φ
恥
①
。
。
U
環
霧
ω
o
o
欝
。
。
H
漕
⑰
に
お
い
て
、
意
味
論
は
《
欝
語
の
問
題
》
を
存
在
と
の
関
係
に
お
い
て
示
す
も

　
　
の
で
あ
る
と
い
い
、
《
｝
昔
語
の
基
礎
を
な
す
究
極
の
理
論
的
根
拠
を
、
明
き
ら
か
に
す
る
こ
と
こ
そ
、
言
語
哲
学
の
實
務
で
あ
る
》
ω
．
H
①
。
。
と
考
え
て

　
　
い
た
。
従
っ
て
、
言
語
学
、
文
法
学
、
節
気
哲
学
、
言
語
歴
史
学
か
ら
の
、
言
語
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
学
問
的
・
理
論
的
研
究
が
過
少
評
価
な
さ
れ

　
　
て
は
な
ら
な
い
が
、
　
た
だ
、
言
語
に
つ
い
て
の
学
問
的
・
哲
学
的
知
識
と
、
　
言
語
に
つ
い
て
な
す
経
験
と
は
、
別
物
で
あ
る
。
　
d
艮
落
毛
①
α
q
ω
N
霞

　
　
の
℃
鑓
。
げ
Φ
（
2
0
の
犀
Φ
）
門
¢
び
ぎ
α
q
ω
昌
H
⑩
α
⑩
”
ω
’
H
①
H
↑
嶺
ω
）
。
こ
の
《
誓
書
に
つ
い
て
経
験
す
る
こ
と
》
の
困
難
さ
の
中
で
、
醤
語
の
《
本
質
》
を
、
雷

　
　
語
か
ら
洞
察
し
、
あ
る
い
は
開
示
す
る
こ
と
を
待
と
う
と
す
る
時
、
雷
語
を
、
記
号
的
な
性
格
と
し
、
《
分
肢
さ
れ
た
発
声
》
《
意
義
の
担
い
手
》
と
す

　
　
る
《
人
間
的
行
為
の
一
種
》
即
ち
《
存
在
者
の
一
毬
》
と
み
な
す
も
の
か
ら
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
自
己
を
区
鋼
す
る
。
　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
《
存

　
　
在
者
》
と
要
語
を
み
な
す
典
型
を
薯
■
〈
．
寓
β
日
ぴ
。
湯
田
（
d
げ
Φ
吋
感
Φ
＜
o
話
。
窯
①
畠
Φ
ロ
げ
Φ
搾
山
①
ω
ヨ
。
づ
ω
o
巳
8
げ
Φ
詩
ω
箕
9
0
『
ぴ
節
器
。
。
中
口
畠
岸
鴇
昌

　
　
閃
出
山
器
。
。
き
h
象
①
σ
q
o
韓
岡
σ
Q
Φ
切
馨
鼠
。
鉱
煽
づ
σ
q
島
Φ
ω
竃
Φ
冨
。
び
。
ロ
σ
q
①
ω
〇
三
Φ
o
巴
Φ
o
窪
ω
。
囲
。
。
ら
。
①
ぼ
d
び
曾
蝕
。
滴
自
。
鼠
あ
鷺
g
ず
o
p
温
恭
鶏
目
霞
目
ず
奉
）

　
　
に
み
ら
れ
る
と
い
う
。
譲
ロ
ヨ
げ
。
罷
吟
に
あ
っ
て
は
、
人
間
の
発
展
の
歴
史
的
・
精
神
的
全
体
を
叙
述
し
ょ
う
と
す
る
努
力
か
ら
、
醤
語
は
、
人
問
に
よ

　
　
っ
て
作
ら
れ
た
世
界
観
の
一
表
現
手
段
と
し
て
の
精
神
活
動
の
一
種
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
瓢
β
ヨ
げ
。
に
け
に
お
い
て
は
、
言
語
へ
の
道
は
、

　
　
り
　
　
　

　
　
人
間
の
方
向
を
と
り
、
雷
語
を
通
し
て
、
人
間
の
精
神
活
動
の
発
展
の
基
礎
づ
け
、
叙
述
へ
と
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
伝
統
的
形

　
　
而
上
学
と
言
語
哲
学
と
が
《
表
現
》
か
ら
《
言
語
》
を
理
解
す
る
方
向
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
書
語
は
、
人
間
の
表
象
・
感
情
・
体
験

　
　
を
表
現
す
る
た
め
に
用
い
る
《
人
間
の
表
現
手
段
》
と
い
う
性
格
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
問
題
と
し
た
近
代
西
欧
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（4）　〈3）　（2）〈6） （5）（IO）　（9＞　（8）　｛7）〔1211i　（1ユ）｛16｝　a5）　（14H13）

形
両
上
学
の
基
本
的
性
格
が
示
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
い
■
芝
葺
α
q
①
諺
仲
Φ
ぎ
（
H
G
o
c
Q
り
－
回
り
窃
囲
）
後
期
の
言
語
哲
学
の
問
題

を
、
検
討
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
q
o
ゴ
勉
コ
謬
①
。
。
b
σ
①
讐
’
勺
『
出
。
ω
◎
娼
露
①
¢
昌
鎚
ω
箕
⇔
o
ゲ
Φ
ぎ
ω
o
び
。
鼠
馨
鱒
μ
⑩
①
q
×
び
H
＜
寓
①
津

（
国
Φ
同
窪
①
ご
閃
円
臨
ぴ
霞
σ
q
ω
ω
．
恥
Q
。
乍
㎝
に
）
又
分
析
哲
学
に
関
す
る
検
討
も
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
別
の
機
会
に
し
た
い
。

G
り
．
ご
’
N
．
ω
●
H
①
伊

ω
．
二
曾
N
尋
ω
●
H
①
9

ω
．
戸
N
曾
ω
．
H
爵
・
《
ω
℃
鑓
O
プ
①
は
、
ヵ
Φ
露
①
と
し
実
存
論
的
に
は
、
状
況
恥
じ
ご
O
臨
跡
餌
露
O
｝
汗
①
謬
と
理
解
く
①
ω
昌
①
げ
Φ
⇒
と
等
し
く
根
源
的
に
U
餌
を

構
成
す
る
。
存
在
論
的
に
は
、
こ
こ
に
投
げ
だ
さ
れ
て
い
る
○
㊦
芝
○
誌
Φ
顕
ゴ
Φ
謬
ぎ
ω
①
ぎ
U
⇔
と
い
う
現
存
在
の
事
実
屑
鋤
ζ
同
麟
障
簿
が
状
況
性
に
よ
っ

て
現
わ
に
な
る
》
桑
木
務
青
田
イ
デ
ッ
ガ
：
隔
ヒ
ユ
：
マ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
（
角
川
）
昭
憩
三
十
三
、
七
七
頁
訳
註
蔚
。

ω
．
¢
◆
N
’
○
り
．
H
①
卜
⊃
’

ψ
仁
・
N
．
ψ
H
①
伊
　
な
お
、
ギ
リ
シ
ャ
人
が
、
人
間
の
本
質
を
“
噛
ミ
ま
N
§
繁
ミ
と
規
定
し
た
の
は
、
理
性
的
動
物
鋤
質
環
ヨ
銑
養
瓢
。
轟
自
。
す
く
①
管
葭
亭

密
σ
q
霧
轡
㊦
び
①
質
毛
窃
。
賢
と
解
釈
い
翻
訳
さ
れ
た
が
、
し
か
し
、
人
間
は
理
性
的
動
物
で
あ
る
が
ゆ
え
に
言
語
を
も
つ
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
言
語
を

膚
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
理
性
的
な
の
で
あ
る
。
ψ
拝
N
’
ω
●
H
①
α
●

新
井
恵
雄
軸
実
存
と
根
本
知
哲
学
会
編
”
実
存
哲
学
（
有
斐
閣
）
お
鶏
①
ω
℃
■
薯
．
ば
に
占
α
ド

雷
①
雛
①
σ
q
σ
q
Φ
斜
ζ
∴
　
激
餌
艮
蛋
瓢
α
岱
蝉
。
。
℃
8
匡
。
ヨ
島
韓
ζ
①
欝
℃
げ
図
ψ
弾
同
⑫
N
P
Q
り
．
障
δ
塗

O
①
諺
∴
　
妻
器
『
爵
ζ
①
霞
℃
7
矯
。
。
一
げ
ゆ
（
疑
≦
ζ
）
ド
露
ρ
8
岱
餌
旨
げ
じ
り
ぎ
5
罵
二
づ
ぴ
q
葺
5
匹
Z
蓉
7
毒
。
算
〈
賃
ヨ
⑦
プ
詳
。
＞
煽
節
》
お
蟄
”
ψ
δ
，

《
端
的
に
、
存
在
か
ら
啓
示
に
開
か
れ
て
た
っ
聴
従
の
態
度
》
渡
辺
二
郎
”
　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
；
の
実
存
思
想
一
九
六
二
、
　
　
七
四
百
ハ
以
下
、
こ
の
い
わ
ゆ

る
転
園
囚
⑦
｝
罵
①
に
つ
い
て
は
、
共
に
一
九
二
九
年
出
版
さ
れ
た
、
以
下
三
つ
の
著
作
と
そ
れ
以
後
で
あ
る
。
＜
o
ヨ
≦
窃
①
5
鳥
道
O
凄
資
δ
。
。
H
⑩
卜
⊃
ゆ

妻
餌
。
。
謎
叶
鼠
①
＄
冨
受
ω
節
帰
　
6
卜
⊃
り
丙
餌
艮
環
謬
鎚
繕
霧
℃
8
ぼ
①
ヨ
偶
①
圏
ζ
①
3
℃
ジ
・
。
。
汗
6
ト
ニ
ρ

譲
の
置
Φ
α
q
σ
q
①
お
ζ
∴
　
α
げ
霞
匹
①
昌
頃
⊆
ヨ
p
嵐
ω
ヨ
霧
ち
幽
刈
（
1
1
¢
鎖
）
ψ
ρ

剛）

@
謎
∴
　
＜
o
糞
餌
σ
q
o
雌
づ
山
》
¢
♂
弩
N
Φ
お
同
心
↑
〈
〉
）
O
D
．
困
8
U
o
謎
∴
老
く
器
｝
さ
｝
ご
◎
樽
O
①
巳
（
o
コ
帰
δ
鰹
ψ
c
。
P
⑩
9
0
①
屋
．
”
毛
霧
惚
け
島
器
…

経
。
歪
μ
二
〇
。
・
o
℃
三
①
回
目
㊤
O
O
¢
自
分
O
鎮
ω
∴
頃
。
ぎ
毛
①
σ
q
お
㎝
O
ω
．
8
い
一
）
①
羨
∴
閃
叫
｝
似
三
〇
凄
ロ
α
q
①
⇒
銭
葭
α
ζ
①
島
出
も
ゆ
O
陣
。
プ
ε
剴
槻
（
1
1
閃
置
）
P
》
雌
恥
．

ち
黛
¢
ω
伊
G
Q
G
o
い
U
①
吋
。
。
∴
鵠
。
び
皿
－
U
賃
国
餌
蛋
。
。
｛
器
¢
づ
瓢
δ
㎝
刈
O
o
’
ω
伊

｛）

ｳ
塞
∴
　
凱
課
郎
，
婦
煽
づ
窪
q
ぎ
〔
一
冴
竃
Φ
雷
で
」
或
岸
お
し
n
も
o
O
つ
．
も
○
ら
Q
・

＜
掛
Q
D
ω
N
H
b
⊃
噺
9

国
出
ω
辱
も
。
伊

国
口
ω
・
し
。
①
●
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（18） 働
（33）　（32＞　｛31）　（3・O）　（29）　28）　（27）　（ggwa5）　（24｝　（23）　（22）　za1）　（ee）　｛19）｛36）　｛35＞　（34）

註
C
働
参
照

《
三
十
七
年
の
〔
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
詩
作
の
本
質
〕
は
〔
存
在
と
時
間
〕
と
の
関
係
に
お
い
て
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
思
想
の
ゆ
き
つ
く
べ
き
基
本
的
方
向

を
、
暗
示
的
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
、
早
く
も
そ
の
と
き
先
取
し
て
い
る
。
》
原
発
“
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
（
勤
草
書
募
）
一
九
五
八
、
二
六
頁
。

C
国
ω
．
㎝
”
邸
H
ひ
斜
伊

墜
鋤
・
○
。
G
つ
■
ρ

P
9
Ω
・
0
9
ω
．
㎝
・

P
⇔
●
○
■
ω
・
A
9

斜
P
O
’
ω
‘
卜
⊃
回
｛
’

U
段
ω
●
≦
鋤
。
。
冨
帥
恥
器
ム
冨
瞠
一
＄
o
℃
露
①
噌
（
2
①
。
。
評
①
〉
巳
こ
n
①
（
1
1
毛
勺
〉
O
o
。
Q
。
ト
ご
．

U
Φ
拳
●
¢
箕
曾
≦
①
σ
q
。
。
註
聴
ω
℃
H
斡
。
ゲ
Φ
（
箸
Φ
ω
搾
Φ
V
這
①
α
（
昨
¢
o
D
）
ω
・
も
。
も
。
．

¢
笛
ω
噸
9

鋤
・
斜
○
．
Q
Q
噛
戯
G
臼
’

ど
く
竃
Q
o
．
直
心
眺
．

¢
ω
ψ
も
。
ρ

≦
℃
ω
．
謹
「

P
斜
○
．
ω
．
も
◎
◎

≦
ζ
Q
り
・
心
◎

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

実
語
に
お
け
る
主
観
主
義
に
ひ
と
こ
と
ふ
れ
て
お
こ
う
。
人
間
は
言
語
的
に
。
・
勺
缶
〇
三
ざ
ゲ
に
実
存
し
て
お
り
、
雷
語
に
お
い
て
、
住
ま
う
本
質
で
あ

る
。
人
聞
は
語
り
、
も
し
く
は
語
ら
れ
る
も
の
が
受
け
と
る
間
、
わ
れ
わ
れ
は
、
存
在
の
呼
び
か
け
の
も
と
に
た
っ
て
お
り
存
在
に
近
づ
く
の
で
あ
る
。

（
註
四
十
一
参
照
）
そ
こ
で
喬
語
は
《
存
在
の
近
さ
》
で
あ
り
人
間
は
聞
く
か
ぎ
り
語
り
、
語
る
か
ぎ
り
聞
く
の
で
あ
る
。
か
く
人
間
は
存
在
の
よ
び

か
け
に
聞
こ
う
と
す
る
。
察
知
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
察
知
が
な
さ
れ
る
時
に
は
、
応
答
閃
昌
学
ω
鴇
Φ
o
ゲ
Φ
鵠
な
の
で
あ
る
。
〔
≦
℃
ω
．
瞳
）
応
答
は
一

つ
の
語
る
こ
と
ω
鷲
①
o
ゲ
①
講
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
言
語
ω
℃
疑
。
げ
Φ
の
奉
仕
に
た
つ
。
か
く
し
て
、
欝
欝
ω
℃
建
。
ぴ
Φ
は
、
こ
の
場
合
、
存
在
の
、
存

在
か
ら
の
、
存
在
に
よ
る
到
来
な
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
主
観
は
克
服
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
註
四
十
四
を
み
よ
。

U
①
誘
．
缶
○
『
芝
Φ
α
Q
Q
Q
■
①
H
（
－
一
出
ぐ
5
．

＜
》
ω
．
H
O
O
h

訟
毛
ω
曾
＄
．
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（37）（4・OH39）　｛38）軽珪）　（43｝　｛42｝　｛41｝

¢
Q
っ
ω
・
も
Q
c
◎
な
お
、
○
邦
国
①
ぎ
臨
。
げ
は
存
在
と
思
考
と
の
聞
の
《
橋
わ
た
し
》
と
し
て
言
語
を
特
徴
づ
け
、
こ
れ
が
、
隠
蔽
の
う
ち
に
あ
る
こ
と
を

語
り
、
《
か
く
さ
れ
た
存
在
の
〔
橋
わ
た
し
〕
と
し
て
の
機
能
は
、
言
語
が
生
起
す
る
と
こ
ろ
に
具
体
化
し
、
あ
と
づ
け
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
言
語
に

お
い
て
ま
さ
に
、
存
在
そ
の
も
の
の
出
来
事
が
生
起
す
る
か
ら
で
あ
る
》
。
か
く
し
て
言
語
に
お
い
て
図
示
が
あ
る
（
○
撃
搾
。
鵠
∬
⇔
鎚
ω
Φ
ぎ
0
2
芝
Φ
σ
q

一
≦
鋤
詳
ぎ
踏
①
蕊
①
α
q
σ
身
憩
屡
＝
b
缶
伍
①
栂
娼
く
①
σ
q
働
鶏
8
ぴ
①
9
0
α
q
箒
（
温
く
N
）
N
曽
嵩
。
げ
同
り
朝
り
Q
Q
響
博
o
Q
膳
こ
れ
を
根
源
的
実
存
史
化
建
魁
肉
垂
①
＜
①
暁
α
q
Φ
も
・
O
ぽ
。
｝
冨
－

洋
び
二
影
σ
q
（
鱒
鈴
○
．
戸
G
。
刈
）
と
名
づ
け
て
い
る
。

即
○
げ
8
ω
o
詳
旨
ζ
’
節
O
o
ぴ
ダ
8
ゆ
9
（
巴
）
露
6
疑
二
〇
絃
韻
①
誌
。
α
q
σ
q
霧
§
伽
日
冨
。
ド
。
α
q
団
お
①
ω
ω
9
α
螢

C
ω
9
ω
。
邸
⑦
O
｛
．

○
芦
笛
．
に
よ
れ
ば
《
言
語
が
、
喜
在
に
現
成
す
る
と
こ
ろ
の
開
示
性
、
広
が
り
、
室
闇
的
領
域
で
あ
り
…
こ
の
空
聞
的
領
域
、
そ
の
中
で
存
在
の
呼

び
ご
え
、
呼
び
か
け
が
出
来
事
属
H
臨
σ
q
蝕
ω
と
な
り
、
理
解
さ
れ
る
》
（
剛
）
①
夏
鳶
O
コ
　
ニ
ゆ
（
一
　
ω
①
回
φ
　
ω
。
　
H
Q
◎
癖
）
’

0
3
踏
∴
　
O
Φ
巳
富
p
郎
謬
繕
ω
¢
謬
戸
ω
ψ
↑
Q
o
昏
．

塑
鈴
○
刷
ω
■
H
G
Q
鳶
・

○
費
ω
◎
ω
℃
鑓
息
誌
ニ
ロ
焦
く
①
誌
8
ぴ
①
轟
ぎ
駁
Φ
曙
σ
q
簿
帥
⊆
雛
氏
同
旨
｝
δ
ω
＜
｛
¢
ご
島
■
酷
這
漣
M
¢
ω
O
h

男
遷
づ
斜
壁
深
藍
纂
は
主
観
主
義
の
問
題
を
、
解
釈
学
的
方
向
づ
け
に
お
い
て
克
服
せ
ん
と
す
る
。
《
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
こ
と
は
、
著
者

が
言
葉
で
与
え
ら
れ
た
観
点
を
あ
と
づ
け
て
表
現
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
基
礎
的
な
こ
と
は
そ
れ
自
体
根
本
的
に
示
そ

う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
い
か
な
る
主
観
の
意
図
に
先
だ
っ
て
、
あ
る
い
は
意
図
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
》
（
N
①
搾
ω
0
7
臨
沖
臨
費
の
げ
①
o
一
〇
σ
q
凶
。

餌
昌
島
囚
騨
。
プ
①
O
ゆ
H
⑩
①
鮮
¢
卜
。
O
潟
［
○
塞
ぐ
く
霧
。
影
偶
φ
ω
↓
o
メ
箭
］
）
し
か
し
、
こ
れ
は
人
間
（
主
観
）
を
実
語
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
消
表
し
よ
う
と
す
る
の

で
は
な
く
て
、
単
に
事
柄
の
本
質
ω
霧
冨
が
人
間
の
思
考
に
《
そ
れ
自
身
表
出
す
る
》
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
　
こ
れ
に
対
し

て
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
《
初
源
的
思
考
は
、
存
在
の
好
意
の
反
響
で
あ
り
、
好
意
に
お
い
て
唯
一
な
る
も
の
は
自
か
ら
を
明
示
し
、
自
か
ら
を
生
起
せ
し

め
る
。
そ
れ
は
存
在
者
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
反
響
は
、
存
在
の
音
声
な
き
声
の
、
　
茜
語
に
対
す
る
入
聞
の
根
源
で
あ
り
、

そ
の
醤
語
が
、
そ
れ
を
諸
々
の
…
箭
語
の
音
声
化
を
す
る
こ
と
と
し
て
の
讐
口
窄
に
初
め
て
成
立
さ
せ
る
の
で
あ
る
》
（
♂
＜
竃
¢
念
γ
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三
、
後
期
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
神
学
の
問
題

a
　
形
而
上
学
と
神
学

《
存
在
と
時
間
》
に
お
い
て
は
《
哲
学
は
、
現
存
在
の
解
釈
学
か
ら
出
発
す
る
普
遍
的
現
象
学
的
存
在
論
で
あ
る
v
v
と
規
定
さ
れ
た
。



こ
こ
で
現
存
在
の
実
存
論
的
分
析
論
を
意
味
す
る
基
礎
的
存
在
論
の
立
場
が
構
想
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
基
礎
的
存
在
論
が
現
象
学
的
に
分

析
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
学
的
探
究
の
立
場
が
成
立
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
基
礎
的
存
在
論
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
現
存
在
か
ら
、
現
存
在
の

存
在
構
造
が
露
呈
さ
れ
る
し
か
た
で
、
こ
の
哲
学
的
思
考
が
転
回
国
Φ
鐸
Φ
し
、
哲
学
的
思
考
が
対
話
と
し
て
指
向
さ
れ
た
。
こ
の
、
露
華

こ
そ
、
先
ず
、
帰
入
で
あ
り
、
無
化
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
哲
学
は
現
存
在
の
不
安
に
み
ち
た
有
限
性
の
中
か
ら
、
存
在
者
全
体
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

転
回
し
て
無
と
し
て
の
存
在
の
聞
題
を
問
う
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
存
在
を
見
ま
も
り
、
保
持
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
存
在
問
題
と
ぱ
、
存
在
の
真
理
、
の
開
示
に
関
わ
る
問
い
で
あ
る
。
存
在
の
真
理
の
闇
示
と
は
、
存
在
の
自
己
照
明
で
あ
り
、
存
在
の
、

存
在
か
ら
の
、
存
在
に
よ
る
非
隠
蔽
な
の
で
あ
る
。
こ
の
生
起
こ
そ
、
言
語
化
な
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
後
期
へ
と
転
回
し
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哲
学
は
、
出
語
化
に
お
い
て
存
在
問
題
が
徹
底
し
て
問
わ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
《
思
考
は
、
そ
の
発
言
に
お
い
て
、
語
ら
れ
て
い
な
い
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
レ

在
の
言
語
を
言
葉
に
も
た
ら
す
。
…
…
存
在
は
自
ら
光
り
な
が
ら
言
語
に
到
来
す
る
。
存
在
は
つ
ね
に
言
語
へ
の
途
上
に
あ
る
》
。

　
こ
こ
で
、
い
わ
ゆ
る
神
の
存
在
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
後
期
ハ
イ
デ
ッ
ガ
…
に
よ
れ
ば
《
現
代
と
い
う
世
界
の
時
代
の
特
区
的

な
こ
と
は
、
す
こ
や
か
な
る
も
の
の
次
元
∪
ぎ
①
口
ω
δ
β
傷
Φ
ω
出
動
窪
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
が
お
そ
ら
く
、
唯
一
の
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
　

ざ
わ
い
C
呂
①
昌
で
あ
る
》
。
こ
の
、
す
ご
や
か
な
る
も
の
U
器
海
亀
①
が
《
聖
な
る
も
の
へ
の
手
が
か
り
鎌
①
ω
℃
罎
差
ヨ
寓
⑦
農
α
q
窪
》

　
　
　
ヨ
　

に
な
る
。
　
《
聖
な
る
も
の
、
こ
れ
は
た
だ
、
神
性
の
本
質
的
場
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
神
性
は
、
た
だ
神
々
な
い
し
神
の
た
め
の
次
元

を
与
え
る
に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、
こ
う
し
た
聖
な
る
も
の
は
、
予
め
、
か
つ
長
い
準
備
に
お
い
て
存
在
そ
の
も
の
が
照
ら
さ
れ
、
そ
れ
の

真
理
に
お
い
て
の
み
現
わ
れ
う
る
。
こ
う
し
て
の
み
、
多
く
の
人
間
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
の
本
質
が
迷
い
こ
ん
だ
故
郷
喪
失
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

と
の
克
服
が
存
在
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
》
。
こ
れ
は
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
即
ち
《
存
在
の
真
理
か
ら
初
め
て
、
聖
な
る
も
の
の

本
質
が
思
考
さ
れ
る
。
聖
な
る
も
の
の
本
質
か
ら
初
め
て
、
神
性
の
本
質
が
思
考
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
神
性
の
光
に
お
い
て
は
じ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

〔
神
〕
な
る
語
が
何
を
意
味
す
べ
き
か
が
思
考
さ
れ
、
語
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
》
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
さ
て
、
西
欧
形
而
上
学
の
歴
史
に
お
い
て
、
存
在
者
そ
の
も
の
を
根
拠
づ
け
る
形
で
の
神
学
i
神
論
が
成
立
し
そ
こ
で
成
立
し
た
神
の
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概
念
は
、
存
在
か
ら
（
1
）
根
拠
づ
け
ら
れ
つ
つ
、
し
か
も
最
高
の
存
在
者
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
存
在
を
根
拠
づ
け
よ
う
と
す
る
。
自
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

原
因
な
い
し
第
一
原
因
。
舞
墨
。
。
鼠
ち
碧
器
箕
欝
9
と
し
て
の
神
概
念
で
あ
っ
た
。
西
欧
形
而
上
学
に
お
い
て
、
か
く
成
立
す
る
神
概
念

は
、
ま
さ
に
概
念
し
d
①
α
q
目
漆
と
し
て
、
他
の
文
化
諸
価
値
と
等
根
的
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
み
ら
れ
た
対
象
的
、
客
観
的
概
念
で
あ
っ

た
。
　
《
〔
神
〕
が
全
く
〔
最
高
の
価
値
〕
と
し
て
告
げ
ら
れ
る
な
ら
、
こ
れ
は
神
の
本
質
の
格
下
げ
で
あ
る
。
》
価
値
づ
け
に
お
け
る
思
考

は
、
存
在
に
対
し
て
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
　
《
価
値
に
反
対
し
て
思
考
す
る
こ
と
は
、
…
…
存
在
老
の
主
観
化
を
た
ん
に
週
的
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

こ
と
に
逆
っ
て
、
存
在
の
照
明
を
、
思
考
の
前
に
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
》
値
価
づ
け
な
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
《
こ
の
よ
う
な
神
に
対
し
て
、

人
は
祈
る
こ
と
も
出
来
な
い
し
、
献
身
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
自
己
原
因
の
前
で
、
人
は
畏
敬
か
ら
膝
ま
つ
く
こ
と
も
出
来
な
い
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ま
た
、
こ
の
神
の
前
で
音
楽
を
奏
で
、
舞
う
こ
と
も
出
来
な
い
。
》

　
既
に
ひ
さ
し
く
、
神
の
存
在
の
問
題
、
そ
れ
は
直
ち
に
神
学
の
序
論
牢
。
δ
σ
葭
○
ヨ
①
降
p
。
従
っ
て
神
学
的
作
業
一
般
は
、
西
欧
形
而
上
学

の
運
命
に
あ
み
こ
ま
れ
て
い
た
。
《
神
学
は
神
の
死
に
お
い
て
罪
責
を
も
つ
。
な
ぜ
な
ら
、
神
学
は
、
な
に
よ
り
も
、
中
世
最
盛
期
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
　

い
て
、
神
を
撃
ヨ
ヨ
β
ヨ
①
諺
と
し
て
理
解
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
学
は
西
欧
の
大
き
な
神
忘
却
を
導
び
き
の
ぼ
っ
た
の
で
あ
る
》
。
神

の
存
在
の
証
明
に
み
ら
れ
る
形
而
上
学
的
思
考
の
基
本
的
性
格
は
、
神
の
即
自
存
在
を
世
界
内
存
在
者
の
、
形
而
上
学
的
な
即
自
存
在
と

類
比
的
な
方
法
で
な
し
、
実
存
へ
の
関
与
と
遮
蔽
し
、
中
性
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
形
而
上
学
的
な
、
神
に
関
す
る
思
考
を
局
外
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

距
離
に
お
い
て
、
神
の
存
在
を
排
除
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
神
の
存
在
の
問
題
は
い
か
に
し
て
國
復
さ
れ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
従
え
ば
、
《
現
存
在
を
存
在
論
的
に
、
世
界
一
内
一
存
在
と
し
て
〔
傍
点
筆
者
〕
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
へ
の

可
能
的
な
、
存
在
に
つ
い
て
は
、
肯
定
的
に
も
否
定
的
に
も
決
定
さ
れ
な
い
。
だ
が
し
か
し
、
超
越
の
解
明
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
、
現

存
在
の
充
分
な
概
念
が
得
ら
れ
る
の
で
、
今
後
、
そ
の
概
念
に
関
し
て
現
存
在
と
神
と
の
関
係
は
存
在
論
的
に
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
が
　

問
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。
》
。
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ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
暫
学
は
、
存
在
か
ら
の
語
り
か
け
に
お
い
て
、
自
己
を
解
明
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
学
で
あ
り
、
存
在
論

的
な
根
本
講
造
を
露
呈
化
さ
せ
る
こ
と
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
か
り
に
哲
学
に
お
い
て
神
と
名
づ
け
て
も
、
依
然
と
し
て
最
高

の
世
界
概
念
｝
世
界
内
存
在
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
《
神
》
と
は
全
く
別
の
も
の
で
あ
り
、
又
そ
の
時
の
哲
学
は
存
在
の
イ
デ
ー

を
越
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
構
造
を
も
つ
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
に
な
る
。
　
《
も
っ
と
も
、
存
在
の
イ
デ
ー
の
中
で
絶
対
的
な
も
の
が
考
え

ら
れ
は
す
る
。
し
か
し
、
哲
学
は
、
そ
れ
を
神
だ
と
言
い
う
る
た
め
に
は
、
暫
学
は
神
の
語
り
か
け
の
経
験
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
哲
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

者
に
襲
い
来
る
も
の
は
神
の
不
在
で
あ
り
、
し
か
し
て
、
そ
れ
が
神
の
現
在
の
あ
り
方
な
の
で
あ
る
》
。

　
か
く
し
て
、
存
在
の
思
考
に
お
い
て
、
徹
底
し
て
無
神
性
を
自
己
に
確
保
す
る
も
の
が
、
か
え
っ
て
、
神
学
閲
有
の
領
域
と
方
法
と
を

回
復
さ
せ
る
役
割
を
は
た
し
た
の
で
あ
る
。
　
《
お
そ
ら
く
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
最
大
の
神
学
へ
の
貢
献
ぱ
、
神
学
を
、
体
系
、
抽
象
、
幻

影
の
院
縛
か
ら
解
き
放
ち
、
現
存
在
の
信
仰
に
お
け
る
真
な
る
歴
史
性
に
も
た
ら
す
と
い
う
決
定
的
な
神
学
の
救
済
を
提
示
し
た
と
い
う

　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

点
に
あ
る
で
ろ
う
。
》
。
そ
こ
で
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
…
の
思
考
は
《
信
仰
の
決
断
の
な
い
哲
学
》
で
あ
る
が
（
〈
歴
史
的
な
世
界
に
お
け
る
、
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

史
的
人
間
存
在
の
哲
学
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
歴
史
の
能
動
者
と
し
て
の
神
に
自
ら
を
開
く
哲
学
》
。
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
後
期
ハ
イ
デ
ッ
ガ
…
の
思
考
は
、
体
系
化
さ
れ
た
、
自
己
完
結
的
な
も
の
で
な
い
。
従
っ
て
、
歴
史
的
現
実
性
と
い
う
他
者
性
原
理
と

対
話
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
り
、
既
に
み
た
ご
と
く
、
雷
語
に
よ
る
、
言
語
か
ら
、
言
語
に
お
い
て
、
人
間
の
主
観
性
を
克
服
し
、
対
象

的
把
握
を
な
し
得
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
思
考
の
学
は
既
に
確
定
し
て
し
ま
っ
て
い
る
客
観
者
と
す
る
し
か
た
で
、
歴
史
的
能
動
者
と
し

て
の
主
体
を
証
明
じ
d
①
≦
①
♂
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
主
体
者
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
指
し
示
す
じ
d
Φ
α
①
葺
Φ
口
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

従
っ
て
、
こ
れ
は
、
途
上
で
あ
る
も
の
即
ち
、
出
来
事
に
お
い
て
、
鵬
会
い
、
対
話
の
中
で
応
答
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　
人
間
の
現
存
在
を
支
配
し
て
い
る
主
観
を
、
無
に
お
い
て
克
服
す
る
こ
と
は
概
に
み
た
が
、
こ
の
無
の
経
験
に
お
け
る
不
安
は
、
現
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

在
の
根
源
的
出
来
事
①
ぎ
○
毎
a
α
q
Φ
ω
o
冨
げ
窪
山
霧
○
僧
ω
Φ
8
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
不
安
が
無
を
開
示
す
る
限
り
、
不
安
は
存
在
者

と
し
て
の
存
在
を
開
示
す
る
。
《
存
在
者
を
限
界
づ
け
る
も
の
と
し
て
の
無
の
み
が
、
存
在
の
全
的
な
奇
妙
さ
と
非
自
己
理
解
性
α
q
§
器
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じご

詩
ﾟ
証
α
一
一
〇
｝
柴
㊦
詳
§
鎚
¢
置
。
・
巴
げ
ω
学
〈
o
拳
跡
ぎ
窪
ぼ
。
ヶ
冨
溶
に
お
い
て
あ
き
ら
か
に
な
る
．
．
こ
の
明
瞭
さ
は
、
現
存
在
に
お
い
て
生
起
す
る
。

不
安
が
現
存
在
を
存
在
者
の
前
に
も
た
ら
す
。
現
存
在
は
〔
無
へ
と
保
持
さ
れ
て
あ
る
こ
と
鵠
ぎ
Φ
酵
α
q
9
葺
魯
ゲ
虫
什
ぎ
。
。
Z
ざ
冥
罰
で
あ

（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

る
。
》
《
無
は
存
在
者
の
総
体
の
完
全
な
否
認
で
あ
る
＞
v
。
　
無
を
経
験
す
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
経
験
に
よ
っ
て
存
在
者
の
存
在
を
問
う
こ

と
と
は
、
そ
の
者
を
し
て
、
進
界
を
考
え
、
哲
学
す
る
人
間
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
場
こ
そ
、
思
考
す
る
人
閲
が
、
人
間
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

焦
り
来
る
神
と
出
会
う
契
機
ζ
o
ヨ
。
葺
で
あ
る
。
こ
の
契
機
は
し
か
し
、
神
認
識
の
人
間
に
内
在
す
る
可
能
性
の
能
力
熱
狂
α
q
①
搾
で
は

な
く
、
現
在
の
事
実
的
な
状
況
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
ハ
イ
デ
ガ
…
は
《
神
》
と
い
う
概
念
を
と
ら
ず
に
、
現
実
的
な
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

と
し
て
、
神
と
の
出
会
い
に
即
し
た
契
機
竃
。
ヨ
¢
艮
を
予
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
ひ
と
ま
ず
、
こ
こ
で
、
神
が
、
形
而
L
学
の
《
対
象
》
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
《
神
学
v
＞
が
、
形
澗
上
学
で
は
な
い
こ
と
を
意
味

　
　
　
　
　
　
（
2
3
＞

す
る
と
い
え
よ
う
。

　
神
学
に
お
い
て
は
、
そ
の
思
考
が
、
い
わ
ゆ
る
主
観
主
義
…
客
観
的
に
、
そ
の
事
柄
に
関
し
て
語
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
し
か
た
で
、

主
観
に
よ
っ
て
、
自
由
に
処
理
さ
れ
う
る
も
の
に
自
己
を
あ
け
わ
た
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
神
学
と
は
、
出
来
事
に
お
い
て
主
体
的
に

な
さ
れ
る
作
業
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
作
業
は
、
初
選
的
思
考
に
自
己
を
開
放
さ
れ
つ
つ
、
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

初
源
的
思
考
に
自
己
開
放
す
る
と
こ
ろ
こ
そ
、
言
語
到
来
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ね

　
後
期
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
書
語
理
解
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
に
お
け
る
、
人
間
理
解
と
神
の
言
と
の
間
に
新
し
い
可
能
性
を
基
礎
づ
け

る
。
神
の
言
と
人
間
の
理
解
と
の
契
機
は
、
＜
＜
先
に
来
る
呼
び
か
け
諺
〈
o
穿
。
ヨ
旨
①
⇒
儀
¢
》
白
鷺
ρ
一
。
7
と
v
＞
そ
れ
に
《
応
答
潤
箕
あ
鷲
①
0
7
窪

す
る
》
出
来
事
で
あ
る
。
神
の
欝
と
は
、
神
の
言
語
到
来
で
あ
り
、
神
の
呼
び
か
け
の
雷
語
で
あ
り
、
こ
れ
に
応
答
す
る
こ
と
こ
そ
、
信

仰
の
言
諾
で
あ
る
．
．
　
《
わ
れ
わ
れ
の
信
仰
と
は
、
い
わ
ば
言
語
の
前
に
、
あ
る
い
ぱ
言
語
の
背
後
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
言
語

の
〔
中
に
〕
あ
る
Q
P
邑
r
量
8
己
。
わ
れ
わ
れ
の
信
仰
の
語
り
ヵ
巴
①
〔
祈
り
に
お
い
て
、
宗
教
に
お
い
て
、
又
神
単
に
お
い
て
も
〕

は
、
神
の
啓
示
の
呼
び
か
け
に
対
す
る
、
わ
れ
わ
れ
の
本
質
的
な
応
答
で
あ
っ
て
、
単
な
る
本
質
的
応
箸
の
不
適
切
な
表
現
な
の
で
は
な
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（
2
5
）い
》
。
信
仰
は
、
教
会
の
伝
統
的
教
義
な
い
て
言
条
に
お
い
て
、
そ
の
主
題
的
群
生
と
そ
の
理
解
に
お
い
て
現
実
化
す
る
。
信
仰
の
現
実

化
と
は
、
信
仰
の
言
語
化
で
あ
る
。
従
っ
て
、
言
語
化
と
は
、
主
題
的
事
柄
と
、
そ
の
理
解
を
問
う
、
い
わ
ゆ
る
《
知
解
を
求
め
る
信
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
6
＞

詮
窃
ρ
轟
興
Φ
霧
剛
茸
亀
o
o
替
自
ヨ
》
．
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
知
解
を
と
も
な
う
信
仰
と
い
え
よ
う
。

三
［
＆

a5）　CltO　（13）　｛12／i　（ll） ｛10）　（9）　（8］　｛7）　（6｝　（5｝　C4）　（3｝　（2）　（1）q9）　（18）　（工7｝　α6｝

o
h
．
渡
辺
二
郎
”
　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
存
在
思
想
H
¢
①
卜
σ
埴
α
刈
頁
以
下
。

佐
々
木
　
義
”
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言
葉
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問
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漁
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十
二
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ノ
ζ
ン
画
㏄
■
繍
メ

0
8
寓
∴
　
O
①
三
6
類
⊆
コ
窪
ω
魚
剛
一
¢
㏄
〔
沖

俸
r
P
《
）
’
Q
c
．
㏄
刈
．

％
置
0
7
「
〉
ひ
器
9
減
（
戸
㏄
帖
笛
あ
¢
〉
は
、
《
神
学
》
と
《
形
而
上
学
》
と
の
…
区
別
を
、
神
学
的
作
業
に
お
い
て
《
問
題
》
と
し
た
。
形
弼
上
学
の
排
除
を
、

宗
教
的
生
に
も
と
つ
く
価
値
判
断
か
ら
な
そ
う
と
し
た
。
こ
の
価
値
判
断
は
宗
教
的
生
の
固
有
の
領
域
を
設
定
し
て
、
宗
教
餉
認
識
の
可
能
性
が
神
学

の
場
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
。
《
形
禰
上
学
》
が
排
除
さ
れ
る
と
共
に
、
宗
教
的
生
の
領
域
が
拡
散
し
た
と
い
え
よ
う
。

《
神
と
神
の
言
を
客
体
化
す
る
こ
と
は
、
神
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
る
》
¢
o
σ
q
霞
蚕
ど
｝
ッ
∴
鵠
艮
一
回
線
浄
○
δ
賦
。
。
δ
凄
掃
贔
¢
口
番
紫
貯
。
岡
峯
慈
密
G
c
．
同
O
O
．

○
酔
f
鵠
∴
　
O
①
雛
犀
Φ
昌
償
コ
瓢
ω
①
ヨ
G
つ
．
隣
り
一
〇
野
も
G
．
砧
㏄
．
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
改
革
期
の
墨
餐
論
争
に
み
ら
れ
た
、
キ
ジ
ス
ト
論
酌
認
識
｝
P
o
蛋
ヨ
”

。。

O
）
を
思
い
お
こ
す
こ
と
が
出
来
る
。

〉
コ
。
。
〇
一
白
。
。
の
こ
の
定
式
は
、
℃
N
o
ω
一
．
一
昌
o
ρ
⊆
¢
o
巳
ヨ
ρ
＝
供
。
轡
。
ヨ
8
一
劉
α
q
葭
¢
》
三
〇
器
（
一
帖
き
ピ
絶
【
　
自
。
〔
岬
（
ン
r
纂
一
主
色
富
鵬
銭
昌
を
衰
現
し
た
の
で
あ

り
、
《
知
解
の
端
諸
と
末
端
と
は
、
生
塗
に
お
い
て
す
で
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
》
ゆ
p
葺
7
ス
．
霊
（
δ
ω
（
宅
欝
。
毎
塁
ぎ
邑
『
o
陰
①
ヨ
O
o
．
卜
G
。
い

う
ま
で
も
な
く
ご
σ
震
昏
酔
、
こ
の
帯
締
に
お
い
て
、
現
代
に
お
け
る
神
認
識
の
可
能
性
と
、
神
学
の
可
能
性
の
問
題
を
問
う
た
の
で
あ
．
る
が
知
解
す

る
た
め
に
信
ず
る
こ
と
は
、
私
の
信
仰
そ
れ
虞
身
に
よ
っ
て
呼
び
か
け
ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
（
ひ
凱
ω
’
霜
〉
。
即
ち
、
信
仰
の
確
実
性
か
ら
信
仰

の
根
拠
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
《
儲
仰
の
希
求
》
な
の
で
あ
る
（
ぴ
日
嗣
■
○
っ
喝
同
ド
窃
）
。
　
信
仰
が
知
解
す
る
こ
と
を
睡
び
か
け
（
こ
こ
に
神
学
の
必
然
性

が
添
さ
れ
る
）
信
仰
は
《
聞
く
こ
と
か
ら
、
聞
く
こ
と
は
説
教
か
ら
来
る
。
儒
仰
は
〔
神
の
　
爾
〕
に
関
わ
り
、
信
仰
は
受
客
、
つ
ま
り
神
の
　
＝
口
の
知
解

と
肯
定
て
で
な
い
な
ら
ば
、
蟹
田
で
は
な
い
。
》
食
）
蕊
．
ω
．
b
の
H
）
。
信
仰
の
受
客
と
は
羅
p
曳
）
〈
㊦
臨
再
三
ジ
の
カ
で
あ
る
。
こ
の
中
心
こ
そ
、
℃
肖
。
。
・
野
の
序

文
の
祈
り
で
あ
る
。
翫
α
Φ
巴
①
↓
ぎ
件
地
点
領
。
窓
…
・
℃
戦
2
）
舞
①
黛
匹
血
①
o
窮
毒
こ
の
秩
序
は
、
神
学
の
存
在
必
然
性
蓄
認
識
的
必
然
性
↓
存
在
的
理
性
（
根

拠
）
4
認
識
舶
理
性
（
根
拠
）
へ
と
規
｛
疋
さ
れ
、
こ
の
秩
序
は
確
保
さ
れ
順
序
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
秩
序
の
必
然
性
は
、
神

の
先
行
す
る
恵
み
σ
q
鑓
離
隔
一
）
冨
℃
嵩
Φ
く
2
島
①
塗
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
神
学
の
可
能
性
）
Q
凱
（
劉
し
り
「
ミ
）
。
　
こ
の
基
本
的
秩
序

は
、
客
観
的
揺
仰
（
信
条
舞
①
（
δ
）
か
ら
、
主
体
的
俗
仰
へ
（
（
肖
鼠
。
）
の
順
序
を
示
す
。
即
ち
、
教
理
の
形
武
的
内
容
の
知
解
が
前
提
で
あ
る
。
　
そ

こ
か
ら
、
信
仰
の
つ
ま
づ
き
は
、
儒
仰
漏
に
と
っ
て
も
雰
信
仰
鷺
に
と
っ
て
も
本
質
的
区
甥
は
な
い
と
い
え
る
。
こ
の
自
覚
か
ら
葬
信
仰
薪
と
い
え
ど

も
よ
り
内
に
読
み
と
る
冒
ε
。
。
δ
α
q
①
凄
即
ち
、
知
性
の
中
に
存
在
塗
。
ゆ
。
ぎ
ぼ
8
＝
Φ
c
露
か
ら
現
実
の
中
の
存
在
を
知
解
す
る
こ
と
へ
の
移
行
が
な

さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
非
借
御
者
と
僑
仰
老
と
は
、
神
学
の
必
然
性
に
お
い
て
は
匿
別
さ
れ
つ
つ
、
可
能
性
に
お
い
て
は
腿
＝
平
谷
に
お
く
。
か
く
て
神

学
は
そ
の
作
業
主
観
の
必
然
性
に
そ
の
根
拠
を
お
く
の
で
は
な
く
、
た
だ
峯
島
。
＜
①
話
冨
畝
切
に
お
け
る
理
解
く
。
諺
8
7
①
昌
に
お
く
の
で
あ
る
。
鐘
二
〇

く
。
葺
鱗
身
と
は
ま
さ
に
神
費
為
と
し
て
の
啓
示
－
神
の
霞
で
あ
る
。
（
小
川
圭
治
“
神
の
存
在
証
明
の
可
能
根
拠
〔
橿
音
と
世
界
　
一
九
穴
六
冗
月
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四
〇
i
・
四
七
頁
問
七
月
五
穴
一
六
二
頁
〕
）
こ
こ
か
ら
》
づ
。
。
血
ヨ
。
塵
は
神
の
存
在
の
証
明
を
な
す
が
、
そ
れ
は
、
鑓
鉱
。
に
よ
っ
て
、
鎚
臨
。
に
お
い

て
、
推
量
す
る
《
存
在
の
類
比
⇔
づ
巴
。
σ
q
β
①
摸
鴎
ω
》
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
《
信
仰
の
類
推
帥
づ
翫
○
α
q
冨
節
二
色
》
に
従
が
う
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

又
b
d
貧
子
は
、
臣
①
皇
。
σ
q
貯
口
讐
¢
壁
房
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
こ
の
《
窪
巴
。
α
q
ご
①
コ
臥
ω
》
を
批
判
し
た
が
、
そ
の
批
判
の
中
心
は
、
人
間
が
思
考
に
お

い
て
神
を
支
配
す
る
こ
と
、
即
ち
神
は
人
間
の
恣
意
の
も
と
に
あ
る
概
念
と
な
る
こ
と
、
そ
こ
に
思
考
に
お
け
る
人
間
の
主
観
性
を
問
題
と
し
た
。
更

に
、
p
。
質
臨
。
α
q
冨
を
、
神
と
人
間
と
の
静
止
的
に
理
解
さ
れ
た
比
論
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
そ
れ
を
§
巴
。
σ
q
冨
ま
鉱
更
に
、
舞
巴
。
σ
q
貯
冨
莚
賦
。
ロ
ゲ

に
よ
っ
て
克
服
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
　
一
方
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
形
醐
上
学
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主
観
主
義
の
克
服
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よ
っ
て
国
箕
ω
O
器
。
げ
①
づ
を
み
い
だ
し
た
が
、

こ
れ
を
、
⇔
暴
一
◎
σ
Q
置
そ
の
も
の
を
寛
服
し
、
　
思
考
が
、
　
存
在
の
あ
り
の
ま
ま
に
存
在
の
側
か
ら
呼
び
だ
す
こ
と
を
も
っ
て
徹
底
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

国
謬
巴
。
α
Q
冨
か
ら
ω
o
ぎ
へ
と
ω
⇔
o
｝
お
の
問
題
に
転
換
し
て
い
る
。
じ
ご
貧
聾
の
§
巴
○
α
q
幣
Φ
馨
冨
の
批
判
は
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
存
在
に
対
す
る
思
考

を
基
礎
と
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
Q
q
口
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σ
q
⑦
r
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｝
①
片
面
〔
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一
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網
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ω
■
に
？
○
り
．
嵩
鴎
）
■

　
　
　
　
　
　
　
　
b
　
解
釈
学
鷲
鼻
白
Φ
⇔
Φ
三
節
へ
の
道
E
・
フ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
《
僑
仰
の
言
語
の
学
》
と
し
て
の
《
解
釈
学
》

　
フ
ッ
ク
ス
は
、
ハ
イ
デ
ガ
…
に
よ
る
人
間
の
存
在
論
的
理
解
…
本
来
性
図
茜
Φ
⇒
島
。
葬
Φ
諜
と
非
本
来
性
d
ゆ
Φ
碍
窪
島
。
葬
Φ
置
の
区
別

を
受
け
と
る
。
　
こ
の
区
別
は
、
感
己
の
決
．
断
に
お
い
て
自
己
の
可
能
性
の
中
で
選
び
と
る
《
決
意
性
国
黛
ω
o
鵠
。
器
p
げ
舞
》
に
生
き
て
い

る
か
否
か
に
関
わ
る
。
更
に
後
期
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
言
語
理
解
に
お
い
て
、
展
開
さ
せ
、
決
意
性
に
生
き
る
本
来
的
人
間
は
、
存
在
の

堕
落
し
な
い
言
語
に
、
他
方
、
決
意
性
に
解
放
さ
れ
て
い
な
い
非
本
来
的
人
間
は
、
主
観
－
客
観
図
式
に
お
い
て
忘
却
す
る
日
常
的
言
語

に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
さ
せ
る
。
こ
れ
を
《
福
音
と
律
法
》
と
の
関
係
に
対
応
さ
せ
て
理
解
す
る
。
本
来
的
言
語
は
、
福
音
に
属
し
、
福
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
は
、
神
の
言
語
化
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
た
神
の
意
志
で
あ
る
。

　
フ
ッ
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
《
人
間
が
書
語
を
み
い
だ
し
た
と
い
う
こ
と
で
も
、
人
間
が
言
語
を
生
ん
だ
と
い
う
の
で
も
な
い
。
　
人
間
が
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

語
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
》
。
　
卑
語
は
人
間
が
語
る
に
先
だ
っ
て
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
存
在
の
声
な
き
声
に
対
す
る
応
答
と
し
て
言

語
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
存
在
の
呼
び
か
け
に
聞
き
従
っ
て
、
応
答
し
、
開
示
さ
れ
る
の
は
、
福
音
の
語
り
か
け
に
、
感
謝
の
う

ち
に
、
癒
答
す
る
に
対
応
す
る
。
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言
語
そ
れ
自
身
、
意
味
内
容
を
保
持
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
が
、
決
定
的
な
こ
と
は
、
存
在
者
と
思
考
と
を
つ
な
ぐ
《
橋
わ
た
し
》

と
し
て
の
機
能
を
は
た
す
。
そ
の
完
成
こ
そ
、
議
語
の
出
来
事
の
現
実
化
で
あ
る
。
　
《
な
ぜ
な
ら
、
言
語
に
お
い
て
、
ま
さ
に
存
在
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

も
の
の
出
来
事
が
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
現
実
化
す
る
と
こ
ろ
の
現
実
性
≦
三
臼
。
｝
詩
①
騨
と
は
言
語
の
あ
る
と
こ
ろ
に
現
成
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ベ
　

も
の
で
あ
る
。
《
言
語
は
き
わ
め
て
緊
密
に
現
実
性
に
属
し
て
い
る
の
で
、
言
語
は
現
実
性
を
な
に
も
の
に
も
ま
し
て
解
放
す
る
。
v
v
。
苫

語
は
現
実
性
か
ら
、
そ
の
開
示
に
お
け
る
語
り
を
な
す
。
こ
の
《
現
実
性
は
、
雷
語
の
動
き
の
〔
幹
候
と
し
て
の
〕
静
寂
の
中
に
あ
ら
わ

　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
＞

れ
る
》
。
従
っ
て
、
《
現
実
性
こ
そ
は
、
言
語
の
語
り
か
け
を
あ
ら
せ
る
（
現
成
さ
せ
る
》
。
現
成
す
る
現
実
性
に
お
い
て
証
言
タ
、
億
。
・
・
。
§
騎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

が
な
さ
れ
る
。
現
実
性
は
、
現
実
的
な
こ
と
が
示
さ
れ
言
語
の
証
言
が
ま
も
ら
れ
る
限
り
、
書
語
の
本
質
が
開
示
さ
れ
る
．
、

　
さ
て
、
現
実
的
な
こ
と
、
を
雷
語
が
囎
示
し
よ
う
と
す
る
時
、
言
語
は
現
実
的
な
こ
と
を
《
命
題
ω
9
。
訂
》
に
し
、
そ
れ
が
、
語
る
ま
ま

に
あ
ら
し
め
る
。
《
言
語
に
お
い
て
、
現
実
性
が
そ
の
真
理
を
達
成
す
る
。
即
ち
言
語
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
現
実
性
の
践
八
七
が
明
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
な
り
、
言
語
に
よ
っ
て
そ
の
真
理
の
解
放
を
期
待
す
る
の
で
あ
る
》
。

　
《
言
語
が
、
あ
つ
め
ら
れ
た
存
在
の
本
質
的
特
質
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
存
在
の
集
ま
り
が
存
在
す
る
た
め
に
言
語
を
必
要
と
す
る
。
　
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

語
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
存
在
は
本
質
的
必
然
的
に
〔
通
路
〕
と
し
て
の
出
来
裏
で
あ
る
》
。
　
存
在
麹
身
を
出
来
事
に
す
る
の
は
ま
さ
し

く
言
語
な
の
で
あ
る
。

　
現
実
的
な
こ
と
を
、
言
語
は
、
喬
表
に
《
表
象
く
。
誘
①
欝
窪
》
し
、
言
表
は
《
命
題
化
》
さ
れ
る
。
　
そ
こ
に
真
理
も
又
《
表
象
化
、
命

題
化
》
さ
れ
く
＜
設
定
。
・
①
欝
窪
》
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
命
題
に
は
、
そ
れ
が
い
か
な
る
…
召
表
を
と
ろ
う
と
も
、
構
造
的
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
V

主
観
が
属
し
て
い
る
。
《
あ
ら
ゆ
る
命
題
の
か
げ
に
他
者
的
主
体
が
あ
り
、
そ
れ
は
主
我
H
o
ン
と
し
て
固
有
の
主
体
で
あ
る
》
。
《
わ
れ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

れ
ば
、
主
我
ざ
圏
を
命
題
構
造
の
論
理
的
主
体
と
特
勘
づ
け
る
》
。
こ
の
主
我
が
、
対
象
に
関
わ
る
言
表
を
静
寂
へ
も
た
ら
す
。
従
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犯
〉

＜＜

糟
黷
ﾌ
動
き
に
静
寂
を
も
た
ら
す
も
の
は
、
第
一
に
対
象
で
も
言
諮
自
体
で
も
な
く
、
寝
る
主
我
な
の
で
あ
る
》
。
こ
の
静
寂
は
、
存
在

の
呼
び
か
け
と
応
答
の
よ
う
に
、
呼
び
か
け
と
呼
び
だ
し
〉
籠
亀
ま
島
N
霞
無
を
お
こ
す
。
従
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
主
我
ざ
ぴ
は
呼
ぽ
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れ
、
応
答
す
る
も
の
と
な
る
。
　
こ
の
主
我
は
、
従
っ
て
、
主
観
で
は
な
く
、
言
語
と
言
表
の
命
題
と
の
間
の
橋
わ
た
し
、
即
ち
《
対
話
》

の
場
と
な
る
。
そ
こ
で
、
雷
語
は
、
単
語
の
命
題
化
、
対
象
化
に
よ
っ
て
現
実
性
を
失
う
こ
と
な
く
、
《
対
話
》
を
お
こ
す
。
そ
こ
に
、
r

人
間
は
言
語
的
に
実
存
す
る
。
現
実
性
は
、
人
間
に
対
し
て
言
語
的
と
な
る
。
現
実
性
の
人
間
に
対
す
る
あ
り
方
は
、
言
語
の
現
実
性
に

対
す
る
応
答
に
対
応
す
る
。

　
言
語
の
《
応
答
》
と
《
生
起
》
と
は
、
既
に
後
期
ハ
イ
デ
ッ
ガ
…
に
お
い
て
解
明
さ
れ
、
人
間
存
在
の
最
高
の
可
能
性
を
左
右
す
る
よ

う
な
出
来
事
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
た
。
こ
の
出
来
事
と
は
、
思
考
に
お
け
る
人
間
存
在
の
本
質
に
対
す
る
存
在
の
関
係
の
完
遂
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
】
〉

　
言
語
は
人
間
に
向
け
ら
れ
て
生
起
す
る
。
存
在
は
そ
の
出
来
事
に
お
い
て
、
実
存
に
関
連
す
る
。
《
存
在
は
言
語
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

そ
の
時
言
語
が
、
わ
れ
わ
れ
を
、
わ
れ
わ
れ
の
生
に
と
っ
て
決
定
的
な
実
存
の
次
元
に
向
け
る
》
。

　
聖
書
に
お
い
て
は
、
人
間
で
は
な
く
、
ま
ず
神
が
最
初
に
需
語
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
即
ち
、
初
源
的
に
本
来
的
言
語
に

は
神
の
関
与
が
あ
る
。
こ
の
言
語
は
存
在
を
ゆ
る
す
。
存
在
者
の
存
在
が
、
自
由
に
解
放
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
言
語
は
、
存
在
を
与
え
る

《
間
N
鼠
の
。
げ
窪
》
に
働
く
。
即
ち
、
《
創
造
と
ゆ
る
し
》
、
愛
で
あ
る
。
更
に
、
言
語
は
、
存
在
を
時
間
的
に
N
Φ
陣
臣
。
げ
現
成
さ
せ
、
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
6
）

者
の
存
在
を
基
礎
づ
け
、
存
在
を
出
来
事
に
す
る
。
時
と
は
、
神
の
現
在
す
る
本
来
的
な
地
平
な
の
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
本
来
的
言
語
と
し
て
の
神
の
言
に
応
答
す
る
時
、
そ
れ
は
信
仰
の
言
語
と
し
て
解
明
さ
れ
る
。
信
仰
の
言
語
の
現
実
性

の
も
と
で
、
神
は
恵
み
を
与
え
る
形
で
言
語
化
す
る
。
　
《
…
…
重
要
な
こ
と
は
、
史
的
イ
エ
ス
に
お
い
て
、
我
々
が
神
自
身
と
出
会
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
レ
　

い
う
言
表
で
あ
る
。
史
的
イ
エ
ス
の
問
題
は
、
説
教
に
お
い
て
、
神
と
の
出
会
い
の
現
実
性
の
閥
い
に
適
切
に
関
わ
る
の
で
あ
る
。
》
　
史

的
イ
エ
ス
と
宣
教
の
キ
リ
ス
ト
の
問
題
、
即
ち
《
福
音
の
連
続
性
》
の
問
題
は
《
イ
エ
ス
の
行
為
そ
れ
自
体
が
、
彼
の
宣
教
の
固
有
の
枠

　
　
　
（
1
8
）

で
あ
る
こ
と
》
か
ら
イ
エ
ス
の
行
為
そ
の
も
の
は
同
時
に
神
の
行
為
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
行
為
に
も
と
づ
い
て
、
イ
エ
ス
の
宣
教
一
v
パ

ウ
ロ
の
使
信
↓
原
始
教
団
の
宣
教
内
容
は
連
続
的
に
展
開
す
る
。
こ
こ
に
信
仰
が
成
立
可
能
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
言
語
は
、
個
々
の
言
葉
の
内
容
を
示
す
も
の
で
も
、
科
学
的
対
象
化
を
示
す
も
の
で
も
な
く
む
し
ろ
人
間
の
実
存
の
新
し

一　3！



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
り
　

い
可
能
性
を
啓
示
し
て
い
る
。

　
人
間
の
実
存
の
新
し
い
可
能
性
は
、
実
存
の
雷
語
性
に
あ
る
。
実
存
の
書
語
性
は
、
本
来
的
言
語
に
属
す
る
人
間
の
末
羅
性
を
生
み
、

基
礎
づ
け
る
と
こ
ろ
の
語
り
か
け
に
あ
る
。
勝
闘
の
本
来
性
ぱ
、
神
の
啓
示
の
真
理
の
地
平
に
お
い
て
開
示
さ
れ
る
。
神
の
啓
示
の
真
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

と
は
、
聖
書
テ
キ
ス
ト
の
信
仰
言
表
○
冨
¢
げ
窪
ω
髪
ω
。
。
鋤
σ
q
o
p
に
あ
る
。

　
教
会
の
宣
教
に
奉
仕
す
る
神
学
は
、
神
の
言
の
啓
示
を
信
仰
言
表
と
い
う
．
、
聖
書
テ
キ
ス
ト
の
言
語
到
来
に
お
い
て
課
題
と
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

の
で
あ
る
。
聖
書
テ
キ
ス
ト
は
神
の
啓
示
を
、
言
語
到
来
に
お
い
て
解
釈
し
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
そ
れ
自
体
が
解
釈
学
的
で
あ
る
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

が
解
釈
学
的
規
準
で
あ
る
。

　
神
の
啓
示
の
真
理
は
、
聖
雷
テ
キ
ス
ト
に
関
わ
る
信
仰
言
表
に
お
い
て
あ
き
ら
か
に
な
る
。
即
ち
、
墾
書
テ
キ
ス
ト
は
、
醤
語
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

言
語
に
お
い
て
、
解
釈
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
《
理
解
》
は
こ
こ
に
お
い
て
な
さ
れ
る
。
　
こ
こ
で
は
、
解
釈
学
的
規
準
、
テ
キ
ス
ト
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
が
　

柄
と
、
…
薔
語
と
は
区
別
さ
れ
な
が
ら
緊
張
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
言
語
に
お
け
る
現
実
性
は
、
現
在
化
の
行
為
霧
牙
一
手
で
あ
る
。
信
仰

の
言
語
性
と
は
、
神
の
言
の
生
起
す
る
場
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
信
仰
者
の
主
観
性
は
克
服
さ
れ
る
。

　
＜
＜
信
仰
の
言
語
は
、
自
己
自
身
を
理
解
し
て
い
る
。
賦
存
の
言
語
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
新
約
聖
書
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
信
仰
証

言
を
言
語
的
に
獲
得
す
．
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
る
の
で
あ
っ
て
、
良
き
業
で
天
の
ど
こ
か
に
集
め
ら
れ
た
宝
に
よ
っ
て
で
は
な
い
。
信
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
言
語
的
獲
得
は
、
自
己
の
言
語
の
学
を
要
求
す
る
。
解
釈
学
は
、
神
学
に
お
い
て
は
信
仰
の
言
語
の
学
で
あ
る
。
こ
の
言
語
の
学
は
、

信
仰
の
言
語
を
解
釈
す
る
に
、
も
は
や
現
実
性
の
領
域
に
お
い
て
で
は
な
く
、
時
N
①
置
そ
れ
自
体
の
領
域
に
お
い
て
為
す
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

そ
の
時
N
①
謬
を
、
神
の
実
存
の
固
有
の
〔
場
〕
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
に
開
く
》
。

　
解
釈
学
は
、
か
く
し
て
、
信
仰
証
醤
を
問
う
限
り
聖
書
テ
キ
ス
ト
の
問
題
と
、
そ
の
解
釈
可
能
性
、
即
ち
理
解
の
問
題
を
課
題
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
そ
こ
で
、
釈
義
神
学
と
組
織
神
学
と
を
桐
互
有
機
的
に
関
連
さ
せ
る
《
神
学
的
序
論
》
と
し
て
、
《
解
釈
学
》
が
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
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踏
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